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平成２９年３月に新しい幼稚園教育要領が示されました。その中で、幼稚園から高等学

校までの各学校段階を通じて系統的に育んでいくという観点から、「幼稚園教育において

育みたい資質・能力」が示されました。これは、これからの時代を生きていく上で必要な

資質・能力を３つの柱で整理したものであり、幼児期はその基礎を培うこととされていま

す。また、幼児期の学びと小学校以降の学びをつなげる視点で整理された「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」は、幼稚園教育要領が示す５領域のねらい及び内容に基づく活

動全体を通じ、５歳児修了時までに育ってほしい具体的な姿として示されています。「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、小学校入学以降に育っていく姿につながってい

ることが望まれます。言い換えれば、幼児期の学びを小学校以降の教育に見通しをもって

つなげていくこと、すなわち、学びの連続性の確保が求められます。そのためには、小学

校との連携体制の構築が必要となってきます。 

しかしながら、幼児期の教育と小学校教育は、その教育課程の構成原理や指導方法等の

違いから、幼児期の学びの過程が見えにくくなっており、相互理解が進んでいないのが現

状です。そこで、小学校教育とのつながりを意識した接続期の教育課程であるアプローチ

カリキュラムの作成や、それをもとにした幼小連携の工夫が必要となっています。 

本県では、平成２７年度から幼児教育支援事業として、アプローチカリキュラムの作成

に係る研究に取り組んできました。平成２７年度は、幼児理解を深めるプロセスについて

の研究として、保育記録の取り方や記録の省察の仕方、記録を通した保育カンファレンス

の在り方等を明らかにしました。平成２８年度は、実践記録から可視化した５歳児後半の

学びを、３つの資質・能力に分類し、整理することで「『幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿』の具体像」を明らかにする研究を行ってきました。これらの研究を踏まえ、今年

度は、アプローチカリキュラムの作成や検証、アプローチカリキュラムを活用した幼小連

携の工夫等について研究を進めてきました。 

本冊子は、この研究の成果のまとめとして、実践協力園における取組を中心に、アプロ

ーチカリキュラム作成に関するポイントや留意事項等を示しています。今後、各市町にお

いて、地域や各園の実情に応じたアプローチカリキュラム作成の取組が推進され、それが

幼小の円滑な学びの接続へとつながることを願っています。 

最後になりましたが、本書を作成するにあたり、ご協力をいただいた幼児教育支援委員

会及び実践協力園の皆様に深く感謝を申し上げます。 
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１ アプローチカリキュラムとは 

 幼児の発達や学びの連続性を保障するためには、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を図る

ことが重要です。そのためには、幼児期と児童期の教育双方が接続を意識する期間として、接続期

を設けることが必要です。接続期は、幼児期の教育から小学校教育への準備や慣れるための期間で

はなく、子どもの発達や学びの連続性を踏まえて捉えなければなりません。接続期とは、就学前の

「アプローチ期」と、就学後の「スタート期（入学期/入門期）」を合わせた期間のことです。そし

て、アプローチ期における教育課程のことを「アプローチカリキュラム」、スタート期における教育

課程のことを「スタートカリキュラム」と呼びます。 

アプローチカリキュラムは、アプローチ期に身に付けさせたい力や育てたい力を具体的に明らかに

し、一人一人がその力の育つ方向に向かっているかを確かめ、保育実践や小学校教育との接続に役立

てる教育課程です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児期の教育では、今の学びがどのように育っていくのかを見通した教育課程の編成・実施が、

小学校教育では、今の学習がどのように育ってきたのかを見通した教育課程の編成・実施が求めら

れています。つまり、互いの教育の内容の深さや広がりを十分に理解した上で、それぞれの教育内

容を充実させることが重要であり、一方が他方に合わせるものではないということに留意しなけれ

ばなりません。 

Ⅰ 幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続に向けて 

～アプローチカリキュラムの活用～ 

接続期 

幼児期 児童期 

 

 

 

・５領域（健康・人間関係・環境・言葉・表
現）からなる経験カリキュラム 

・生活や経験を重視 
・方向目標 

・教科や道徳、外国語活動、総合的な学習の
時間、特別活動からなる教科カリキュラム 

・学問体系の獲得 
・到達目標 

アプローチカリキュラム 

スタートカリキュラム 

アプローチ期 

スタート期 
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２ 接続期における課題 

  幼児期の教育と小学校教育は、教育課程の構成原理や指導方法等において、下記の表のように様々 

な違いが見られます。 

 

この表で示したように、幼児期の教育においては、学びが育まれる過程が一様ではなかったり、

学びによって育まれる姿が多様であったりするため、それらがどのように小学校教育における各教

科へとつながっていくのかがイメージしにくく、学びの連続性の確保を難しくしています。そこで、

こうした幼児期の学びと発達を滑らかに小学校教育に連続させていくため、幼児期においてはアプ

ローチカリキュラム、児童期においてはスタートカリキュラムを編成することが求められるように

なりました。 

 しかし、幼児教育の現場では、参考になる資料が少ない、どのように作成すればよいか分からな

いといったことが要因となって、接続期における教育課程の編成はなかなか進まないのが現状です。 

 

 

 

 

 

 幼児期の教育 小学校教育 

教育課程の 

基準 

幼稚園教育要領・保育所保育指針 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領 
小学校学習指導要領 

健康・人間関係・環境・言葉・表現 

国語・社会・算数・理科・生活・音楽・

図画工作・家庭・体育・道徳・外国語活 

動・総合的な学習の時間・特別活動 

教育課程の 

構成原理 

経験カリキュラム 

（一人一人の生活や経験を重視） 

教科カリキュラム 

（学問の体系を重視） 

方向目標 

（その後の教育の方向付けを重視） 

到達目標 

（具体的な目標への到達を重視） 

教育の方法等 遊びを通した総合的な指導 
教科等の目標・内容に沿って選択された 

教材による指導 

学びの形態 

学びの芽生え（無自覚な学び） 

学ぶことを意識していないが、楽しいこ 

とや好きなことに集中することを通じ

て、様々なことを学んでいくこと 

自覚的な学び 

学ぶことについての意識があり、与えら

れた課題を自分の課題として受け止め、 

計画的に学習を進めていくこと 
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３ 課題解決に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校教育とのつながりを意識したアプローチカリキュラムの作成 

 

 

 

 

 

 

 ○幼稚園側から 

  ・アプローチカリキュラムを作成することで、幼児期の学びが小学校教育にどのようにつながっ

ていくのかを見通すことができる。 

  ・自園の課題や目指す幼児像が明確になる。 

○小学校側から 

  ・幼児期にどのような学びや経験をしてきたのかを知ることができ、各教科とのつながりを見通

すことができる。 

  ・スタートカリキュラムを作成する際の参考にすることができる。 

 

アプローチカリキュラム作成のための取組 

・アプローチカリキュラムの基本枠を提示する。 

・平成２８年度幼児教育支援事業において明らかになった「『幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿』の具体像」をもとにし、アプローチカリキュラムを作成する。 

幼児期の学びと小学校教育の学びのつながりを分かりやすくするための取組 

・アプローチ期に身に付けさせたい力や育みたい力を「３つの資質・能力」で分類、整理すること

で、小学校教員にも分かりやすくする。 

どのようにアプローチカ

リキュラムを作成すれば

よいか、分からない。 幼児期の学びと小学校

教育における学びのつ

ながりが見えにくい。 

課題 

解決方法 

幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続 

期待される効果 
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１ これまでの研究から 

 本研究は、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を目指した研究を、平成２７年度から実施してき

ました。幼児期の学びを児童期へとつないでいくためには、幼児期の学びの実態を明らかにするととも

に、小学校教育とのつながりを見通すことが大切です。以下に、平成 27・28 年度に、段階を踏んで取

り組んできた研究テーマとその内容について、まとめています。  

                                                                                                                             

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研 究 内 容 

平成２７年度 幼児理解を深めるためのプロセスについての研究 

保育実践 エピソードの記録 

記録の省察 保育カンファレンス 

・左図のプロセス内の各要素について、そ

の方法や視点について研究を深めた。 

・この一連のプロセスを踏むことで、幼児

理解が深まるとともに、教師の保育観の

幅が広がることが確認できた。 

 

日々の記録の分析 

学びの可視化 

学びを 3 つの 

資質・能力に分類 

「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」への関連付け 

「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』の具体像」の明確化 

・実践記録から可視化した学びを整理する手法、「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』の

具体像」を「幼児期において育みたい資質・能力」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」の２つの視点からまとめる方法について検討した。 

・幼児期の学びを「３つの資質・能力」に分類することで、小学校教育とのつながりがイメー

ジしやすくなり、アプローチ期に身に付けさせたい力が明確になることを確認できた。 

平成２８年度 小学校教育へつながる学びの分析についての研究 
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２ 今年度の研究について 

今年度の研究も、これまでと同じ「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続」を目指した研究の一

環として実施しました。すなわち、平成２７・２８年度の２年間の研究で明らかになった「『幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿』の具体像」等を踏まえ、４つの実践協力園がアプローチカリキュラ

ムの作成に取り組みました。また、作成したアプローチカリキュラムを接続先の小学校とどのように

共有し、幼小連携に活用するのかについても検討を重ねました。実践協力園の取組を紹介することで、

今後、県内各市町において、地域や各園の実態に応じたアプローチカリキュラムの作成の実践につな

げることを目的としています。 

 

 

 

 

  

    

      ・作成方法の検討（誰が、いつ、どのような方法で作成するか） 

      ・アプローチ期の設定 

      ・接続期に身に付けさせたい力や育みたい力の検討、分類、整理 

      ・作成方法に関する課題の抽出 

 

 

 

      ・検証、修正方法の検討（誰が、いつ、どのような方法で検証、修正するか） 

      ・検証する視点 幼児の生活や育ちの実態から 

              今後、身に付けさせたい力や育みたい力（課題）から 

      ・検証、修正方法に関する課題の抽出 

 

 

 

      ・幼小連携におけるアプローチカリキュラムの活用 

・幼児期の学びを小学校に分かりやすく伝える工夫    

      ・幼小連携（研修会や連絡会、交流会等）のための時間を確保する工夫 

 

 

 

 

 

アプローチカリキュラムの作成 

アプローチカリキュラムの検証、修正 

幼小連携の工夫 

平成２９年度 アプローチカリキュラムの作成手順等をモデルとして紹介 

小学校へ接続 
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 アプローチカリキュラムは、小学校教育とのつながりを意識したアプローチ期（５歳児後半）にお 

ける教育課程です。作成にあたっては、 

① アプローチ期の設定 

② アプローチ期に身に付けさせたい力や育みたい力の明確化 

 が大きな手順となります。 

また、作成の際は、５歳児担任が中心となりますが、３歳児や４歳児の姿においても、日々の保育

実践がアプローチカリキュラムにおける目指す幼児像に向かっているかを見直していく必要がありま

す。幼児一人一人の育ちや学びを多角的に捉えていくという点においても、５歳児担任だけでなく、

３歳児や４歳児の担任、養護教諭、加配教諭等も加わり、園全体で作成に取り組んでいくことが大切

です。 

 

１ アプローチ期の設定について 

アプローチ期をどの期間とするかについては、各園の実態に応じて適切に設定していくことが必

要です。各園で幼児の生活や遊びを見通し、幼児の育ちや学びを捉えながらアプローチ期を２～３

期に分けて考えると、その期ごとに身に付けさせたい力や育みたい力を分類することができ、整理

しやすくなります。 

実践協力園の研究をもとに、アプローチ期の分け方について下記の表にまとめています。自園の

実態を踏まえながら、アプローチ期の分け方を検討してみてください。 

  ＜アプローチ期の分け方＞  

例１：３期に分ける 

Ⅰ期（９～１０月） Ⅱ期（１１～１２月） Ⅲ期（１～３月） 

利

点 

自園の教育課程で使っている期の分け方に対応させてアプローチカリキュラムを作成する。教

育課程と揃っているため、作成しやすい。 

例２：２期に分ける 

   Ⅰ期（１０～１２月） Ⅱ期（１～３月）  

利

点 

運動会前後で幼児の生活や育ちに大きな変化が見られることを見通し、運動会後の 10 月から

を接続期と捉えて作成する。発達の変化に焦点化するため、幼児の育ちや学びが整理しやすい。 

例３：２期に分ける 

   Ⅰ期（９～１２月）  Ⅱ期（１～３月） 

利

点 

学期ごとにまとめる個人記録等をもとに、アプローチカリキュラムを作成する。幼児一人一人

の育ちや学びについて振り返ることができるので、カリキュラムを検証しやすい。 

Ⅲ アプローチカリキュラムの作成について 
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２ 作成の手順について  

  アプローチカリキュラムを作成するにあたり、巻末資料の中に基本枠を示しています。基本枠をも

とに、各園の実態に応じた方法で作成するとよいでしょう。この基本枠はあくまで参考です。自園の

課題を明確にしたい、教師の援助や環境の構成のポイントを明確にしたい等、各園の必要に応じて、

基本枠に手を加えてみてください。 

  作成の手順として、実践協力園の研究をもとに、様々な方法を下の表にまとめています。それぞれ

の方法には利点と課題とがありますが、園としてどのような幼児に育てたいのかという「目指す幼児

像」を明確にしながら、そのために身に付けていかなければならない力は何かを考えていくことが大

切です。 

＜作成の手順＞ 

※ 平成２８年度指導の手引き「幼児期と児童期の学びをつなぐ」に掲載 

  アプローチカリキュラムを作成することで、幼児の育ちを見通し、小学校教育とのつながりを意識

した保育実践につなげていくことができます。しかし、アプローチカリキュラムの作成にあたっては、

小学校の各教科の学習の単純な前倒しにならないように留意する必要があります。 

例１：幼児の生活や遊びから、どのような力が身に付いているのかを検証しながら作成する。 

利

点 
身に付く力がイメージしやすい。 

課

題 

身に付く力に偏りがないか、検証する必要

がある。 

例２：自園の幼児の実態から、課題は何か、どのような力を身に付けさせたいかを検証しながら 

作成する。 

利

点 

幼児の実態に即したアプローチカリキュラ

ムの作成ができる。 

課

題 

教師主導型のアプローチカリキュラムに陥

りやすい。 

例３：自園の教育課程をもとに作成する。 

利

点 

全職員で共通理解しながらアプローチカリ

キュラムの作成、検証をすることができる。 

課

題 

身に付けさせたい力を、より具体的に示し

ていく必要がある。 

例４：「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』の具体像」※ をもとに作成する。 

利

点 

身に付けさせたい力が明確にされており、ア

プローチカリキュラムが作成しやすい。 

課

題 

幼児の実態に即したアプローチカリキュラ

ムになっているか、確認する必要がある。 

 

Q： アプローチ期を設定する際の視点は？ 

A： 幼児の発達として、「人間関係が深まり、学び合いが可能となる時期」であり、具体的には、

「友達とともに探究する」「興味・関心が深まる」「自分に気付く」などの姿が見られるよう

になる時期が適切であるといわれています。５歳児の２学期以降、幼児が友達と協同して遊

ぶようになる時期を目安にするとよいでしょう。 

Q＆A 
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３ 幼児期において育みたい資質・能力について 

平成２９年３月に示された新しい幼稚園教育要領において、「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」や幼児期において育みたい資質・能力の３つの柱が示されました。 

幼児期において育みたい資質・能力は、幼児期の教育の特性から、小学校以降のような、いわゆる

教科指導で育むのではなく、幼児の自発的な活動である遊びや生活の中で、美しさを感じたり、不思

議さに気付いたり、できるようになったことなどを使いながら、試したり、いろいろな方法を工夫し

たりすることを通して育むこととし、次のように整理されました。 

 

 

 

 

 

 

   幼児期において育みたい資質・能力は、「高等学校を卒業する段階で身に付けておくべき力は何か」

という観点や、「義務教育を終える段階で身に付けておくべき力は何か」という観点を共有しながら、

各学校段階において、系統的に育んでいくこととされています。 

このことから、アプローチカリキュラムを作成するにあたり、アプローチ期に身に付けさせたい

力や育みたい力を、この３つの柱に基づいて分類し、整理することで、小学校教育とのつながりが

見えやすくなると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ 知識及び技能の基礎 

豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになった 

りする。 

○ 思考力、判断力、表現力等の基礎 

気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工 

夫したり、表現したりする。 

○ 学びに向かう力、人間性等 

心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする。 

 

Q： 「アプローチ期に身に付けさせたい資質・能力」を３つの柱に分類する際、２つの資質・

能力の両方にあてはまり、どちらに分類するべきか迷った場合は？ 

A： 幼児期において育みたい資質・能力の３つの柱は、幼児期の教育においては、５領域のね

らい及び内容を踏まえ、遊びを通しての総合的な指導を行う中で一体的に育んでいく、とい

う幼児期の教育の特性から、はっきりと分類することが難しい場合があります。その際は 

 ・どちらの資質・能力に重きをおくかを職員間で協議し、共通理解した上で分類する 

 ・次ページの幼児期において育みたい資質・能力（イメージ図）や平成２８年度の指導の手 

引き「幼児期と児童期の学びをつなぐ」P.２０～２３を参考にする 

 ・両方の資質・能力に入れておく 

 などの方法がありますが、いずれにしても、職員間で共通理解しておくことが大切です。 

Q＆A 
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遊びを通しての 

総合的な指導 

知識及び技能の基礎 思考力、判断力、表現力等の基礎 

学びに向かう力、人間性等 

幼
児
期
の
教
育
〈
環
境
を
通
し
て
行
う
教
育
〉 

小
学
校
教
育
以
上 

＜知識及び技能＞ ＜思考力、判断力、表現力等＞ ＜学びに向かう力、人間性等＞ 

・基本的な生活習慣や生活に必要な技

能の獲得 

・規則性、法則性、関連性等の発見 

・様々な気付き、発見の喜び 

・身体感覚の育成 

・日常生活に必要な言葉の理解 

・多様な動きや芸術表現のため 

の基礎的な技能の獲得等 

 

・試行錯誤、工夫 

・予想、予測、比較、分類、確認 

・他の幼児の考えなどに触れ、 

新しい考えを生み出す喜びや 

楽しさ 

・言葉による表現、伝え合い 

・振り返り、次への見通し 

・自分なりの表現  

・表現する喜び等 

・思いやり ・安定した情緒 ・自信 

・相手の気持ちの受容 ・好奇心 ・探究心 

・葛藤、自分への向き合い、折り合い 

・話し合い、目的の共有、協力  

・色、形、音等の美しさや面白さに 

対する感覚 

・自然現象や社会現象への関心等 

 
 

 
※ ３つの円の中で例示さ

れる資質・能力は、５領域
の「ねらい及び内容」及び
「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」から、主
なものを取り出し、便宜的
に 分 けた もの であ る。 

幼児期において育みたい資質・能力（イメージ図） 

※ 「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策
等について（答申）」（平成２８年１２月）及び「幼稚園教育要領」（平成２９年３月）に基づき、
義務教育課にて作成 
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１ 作成メンバー 

２ アプローチ期の設定 

３ 作成手順と工夫した点 

芦屋市立伊勢幼稚園         

幼児の実態や課題を明確にしたアプローチカリキュラムの作成 

園長、５歳児担任、４歳児担任、加配教諭、保育推進教諭、大学教授 

芦屋市教育委員会主幹 

Ⅰ期 １０月 ～ １２月  Ⅱ期 １月 ～ ３月  

・平成２８年度１２月に完成した芦屋市接続期カリキュラムを参考に作成した。 

作成手順 

① 園内委員会において、平成２８年度の指導の手引き「幼児期と児童期の学びをつなぐ」

から「知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」「学びに向かう力、人

間性等」の３つの観点について事例を出し合って学び合う。 

② 園内委員会において、本園の幼児の実態や課題について協議し、本音をぶつけ合ったり、

困ったことを自分から発信したりする力が弱い、という課題を明らかにする。そして、

その課題を克服するために、どのような活動を経 

験させていくのか、どのような活動で課題を乗り 

越えさせるのかを考え、講師の助言を得る。 

③ ５歳児の担任が主な活動を考えながら、アプロー 

チ期に身に付けさせたい力を枠に入れ込んでいく。 

④ 昨年度の５歳児担任が加筆修正をする。 

⑤ 園内委員会に大学教授、教育委員会主幹や指導主 

事を招いて協議する。 

工夫した点 

・大きな行事（運動会・伊勢幼まつり・生活発表会等）に向かう生活の中で、育てたい姿

が明らかになるように実践から振り返って作成していった。 

・経験年数の浅い教師に、カリキュラムに表していることが実践につながるように、具体

的な昨年度の実践や幼児の姿などを伝えながら作成していった。 

実践協力園の取組 
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１ 作成メンバー 

３ 作成手順と工夫した点 

相生市立平芝幼稚園 

人と関わる力に着目したアプローチカリキュラムの作成 

園長、５歳児担任、４歳児担任、３歳児担任 

Ⅰ期 ９月 ～１０月  Ⅱ期 １１月 ～１２月  Ⅲ期 １月 ～ ３月 

・自園の教育課程や期ごとの長期指導計画をもとに、アプローチカリキュラムを作成する

ため、教育課程の期と揃えた。 

作成手順 

① 自園の幼児の実態を把握し、課題や身に付けさせ 

たい力（人と関わる力）を職員間で話し合う。 

② 教育課程と期ごとの長期指導計画を見直す。 

③ 長期指導計画をもとに、人と関わる力に着目しな 

がら、幼児が経験する内容をカードに記入してい 

く。       

④ 記入したカードを幼児期において育みたい資質・ 

能力と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に分類し、期ごとに整理する。 

 

工夫した点 

・長期指導計画と比較しながら作成できるよう、期の分け方を揃えた。 

・幼児期において育みたい資質・能力と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の分類

の仕方を、職員で話し合いを重ねて確認した。 

・自園ならではの具体的な生活や遊びが分かるような文 

章表現にし、職員間で共通理解しやすくした。 

・小学校学習指導要領における教科につながる姿を考え 

ながら内容を分類し、言葉や数量・図形などについて 

の学びや経験ができているかについても配慮した。 

「カードによる学びの分類」 

２ アプローチ期の設定 
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１ 作成メンバー 

２ アプローチ期の設定

３ 作成手順と工夫した点 

養父市立伊佐こども園         

学びをつなぐアプローチカリキュラムの作成 

園長、０～５歳児担任、加配保育教諭、養父市教育委員会指導主事  

Ⅰ期 １０月～１２月  Ⅱ期 １月～３月   

・人間関係が深まり、学び合いが可能となる時期を１０月～３月と捉えた。 

・１０月～３月をアプローチ期と設定し、自園の教育課程をもとに２期に分けた。 

作成手順 

① アプローチカリキュラムについて、職員間で共通理解する。 

② アプローチカリキュラムに必要な表の構成を工夫する。 

③ 就学前に身に付けさせたい力について、職員間で共通理解する。 

④ 自園の教育課程１０月～３月の学びの確認や指導、活動内容の見直し、大事なポイント

等を明確にする。 

⑤ 幼児期において育みたい資質・能力と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を理解

し、自園の期ごとの具体的な学びをそれらに分類、関連付ける。 

⑥ 「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』の具体像」（Ｈ28 指導の手引き）を参考に、

自園のアプローチ期の幼児の姿を書き込む。 

＊幼児期において育みたい資質・能力に分類し、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

に関連付けたカリキュラムと、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を視点に、小学

校とのつながりを意識したスタート期に育つ子どもの姿（小学校と共有できる内容）を

取り入れたカリキュラムの２案を作成した。            

工夫した点 

・接続期に身に付けたさせたい力を明確にするため、小学 

校の「スタート期に育つ子どもの姿」の欄と「小学校と 

の連携の内容」の欄を加えた。（小学校にアプローチしや 

すくなった。） 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、学びの接続に必要なものであり、小学校での

スタートカリキュラム作成においても欠かせないものであるため、それを視点としたカリ

キュラムの作成も試みた。 
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１ 作成メンバー 

３ 作成手順と工夫した点 

洲本市立洲本幼稚園 

幼児の遊びの過程や連続性を明らかにしたアプローチカリキュラムの作成 

園長、5 歳児担任、4 歳児担任、3 歳児担任、接続する小学校 1 年生担任 

作成時 Ⅰ期 ９月～１０月  Ⅱ期 １１月～１２月  Ⅲ期  １月～３月 

・自園の教育課程と同じ区分にすることで、ねらいや幼児の活動を設定しやすかった。 

検証後 Ⅰ期 ９月      Ⅱ期 １０月～１２月  Ⅲ期  １月～３月 

・幼児の遊びに合わせて区分することで、学びや援助が立てやすくなった。 

作成手順 

① ５歳児の現在までに育っている姿を職員間で話し合い、 

共通理解を図る。 

② 修了時までに育ってほしい姿についてねらいをもち、 

アプローチカリキュラムの期に当てはめて、予想され 

る幼児の遊び（活動）を検討する。 

③ 幼児の活動から見えてくる「学び」を検討し、幼児期 

において育みたい資質・能力と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に分類する。 

 

工夫した点 

・幼児の遊びは、１つの遊びが終わって次の遊び 

が始まるのではなく、連続性を帯びており、幼 

児が遊び込むことで、遊びの過程には高まって 

いく部分があることを共通理解した。その遊び 

の連続性や高まりが一目で分かるように、山型 

の曲線で表した。 

・幼児が様々な遊びから学んでいるということを 

表すために、「行事を通した遊び」「体験を通し 

た遊び」「自然と関わる遊び」の 3 つに分類し、色別に表記した。 

２ アプローチ期の設定 

「学びの分類・整理」 
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 作成したアプローチカリキュラムを保育実践や小学校との接続に活用するためには、作成後の検証、

修正が重要となってきます。アプローチ期に入ると、事前に作成したアプローチカリキュラムが、自園

の幼児の実態に即したものとなっているか、幼児の姿や育ちを繰り返し検証し、修正していくプロセス

が大切です。 

１ 検証方法について 

  作成したアプローチカリキュラムの検証をするためには、保育実践を振り返ったり、幼児の育ちや

学びを職員間で共通理解したりしなければなりません。作成したアプローチカリキュラムと、幼児の

遊びや生活、学びや育ちの実態とを定期的に照らし合わせて、ずれが生じている部分については修正

していくことが必要となってきます。 

  検証の方法については、実践協力園の研究をもとに様々な方法を下の表にまとめています。それぞ

れの方法には利点と課題とがありますが、定期的にアプローチカリキュラムを検証・修正することが

重要であるという観点から、長期にわたって継続可能な方法で取り組むことが大切です。 

 

 ＜検証方法＞ 

 

 

例１：学びの観察カードの活用 

利

点 

・幼児の学びや育ちについて、職員間で共通理解する

ことができる。 

・学びを可視化することで、学びの分類や整理がしや

すくなる。 

課

題 

・学びの観察カードの記入や整

理に時間がかかる。 

例２：小学校教員との連絡会、研修会においてアプローチカリキュラムを検証 

利

点 

・幼児期の学びについて、小学校教員と共通理解するこ

とができる。 

・小学校教育とのつながりを意識した検証・修正をする

ことができる。 

課

題 

・連絡会や研修会の時間を確保

することが難しい。 

例３：ビデオ撮影による保育実践の振り返り 

利

点 

・同じ保育の場面を見て話し合うことで、様々な角度

から幼児の学びについて検証することができる。 

・教師の援助等についての研修が深まり、保育の質の

向上につながる。 

課

題 

・ビデオを撮影するための人手

の確保が難しい。 

Ⅳ 作成したアプローチカリキュラムの検証・修正について 
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２ 検証の視点について 

  作成したアプローチカリキュラムを検証する際の視点には、 

   ・アプローチ期に身に付けさせたい力が育まれるような遊びや生活が展開されているか 

   ・幼児の学びや育ちの実態が、目指す幼児像に近づいているか 

   ・自園の幼児の課題が克服できるような遊びや生活が展開できているか 

   ・アプローチ期の学びや育ちが、小学校教育にどのようにつながっていくのかを見通すことがで

きているか 

   ・アプローチ期に身に付けさせたい力に偏りはないか、新たな課題は何か 

など、様々に挙げられます。幼稚園の生活は、幼児の主体的な活動から生まれる遊びを通して、様々 

な体験を積み重ねていくという特性から、教師の見通しをもった柔軟な関わりが重要となってきます。 

教師が、幼児の遊びを丁寧に捉え、アプローチ期に身に付けさせたい力を育むためには、どのような 

援助や環境の構成が必要なのかを見直し、幼児の実態に応じて柔軟に対応していくことが、アプロー 

チカリキュラムの検証・修正につながっていきます。 

 

３ 修正について 

  検証の結果、作成したアプローチカリキュラムと幼児の実態にずれが生じていれば、アプローチカ 

リキュラムを修正していかなければなりません。その際、色分けをする等、修正した箇所が分かるよ 

うに残しておくと、幼児の育ちの傾向や課題、保育実践における留意点が明確になるとともに、小学 

校教育とのつながりについての意識が高まっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q： 検証に関わるメンバーは？ 

A： 様々な角度から、幼児の育ちや学びを捉えるためにも、検証についても作成時と同様に、

5 歳児担任だけでなく、園全体で取り組んでいくことが大切です。 

また、幼児期の教育と小学校教育の学びのつながりを意識したアプローチカリキュラムに

していくためにも、検証・修正をしていく段階で、接続する小学校教員からの意見を反映し

ていくことが大切です。 

Q＆A 



16 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育参観やＶＴＲ、写真によるアプローチカリキュラムの検証 

 
１ 検証メンバー 

園長、５歳児担任、４歳児担任、加配教諭、保育推進教諭 

芦屋市教育委員会主幹、指導主事 

接続する小学校校長、教頭、１年生担任 

２ 検証手順と工夫した点 

検証手順 

① 小学校にアプローチカリキュラムを提示して、小学校教員と検討する場をもつ。 

② 小学校から、幼稚園の幼児の課題に対する取組について 

の意見を得て、再度、園内で見直しをする。 

③ 幼児の実態や課題を明確にしたアプローチカリキュラム 

を小学校に提示して、幼稚園で小学校教員と話し合う。 

 

工夫した点 

・小学校教員に、幼児が小学校でプール遊びをしている様子や、幼稚園で生活している様

子を参観してもらう機会をもった。 

・ＶＴＲや写真を用いて小学校教員に幼稚園での保育内容を知らせ、幼児期の学びについ

て理解を深める機会をもった。接続する小学校校長に VTR を撮影してもらうと、幼児

の遊びの中での学びが、小学校の教科にどのようにつながるかがはっきりし、小学校に

伝わりやすくなった。 

・参観時には、小学校側から幼児に小学校生活について話してもらう機会を必ずつくった。

「お山座り」の姿勢を直接指導してもらったことで、幼児の小学校生活への意識が高ま

った。 

３ 検証の際の留意点 

・２学期は、小学校も幼稚園も運動会という大きな行事があり、互いが忙しいため、何度

も検証を行うことが難しい。管理職だけで対応することが多くならないよう、１学期か

ら計画的に取り組む。                 

・数回の参観では、小学校教員に幼稚園の幼児の実態を把握してもらうことが難しいため、 

可能な限り、ＶＴＲや写真を用いて説明するようにする。 

芦屋市立伊勢幼稚園         

実践協力園の取組 
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学びの観察カードによるアプローチカリキュラムの検証 

 

園長、５歳児担任、４歳児担任、３歳児担任 

相生市立幼稚園長５名、相生市教育委員会指導主事 

接続する小学校 1 年生担任 等  

検証手順 
 月  日（  ）      記録者 
歳児  幼児名 

 
学び 
 
１ 知識及び技能の基礎  ２ 思考力・判断力・表現力等の基礎  

３ 学びに向かう力、人間性等 
Ａ 健康な心と身体  Ｂ 自立心  Ｃ 協同性 
Ｄ 道徳性・規範意識の芽生え  Ｅ 社会生活との関わり 
Ｆ 思考力の芽生え Ｇ 自然との関わり・生命尊重 
Ｈ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 
Ｉ 言葉による伝え合い Ｊ 豊かな感性と表現 
活動名： 
 
内容： 
 
 
 
 

 

・幼児の育ちが自園の目指す幼児像に向かっているかを園全体で検証していくため、５歳児

だけでなく、３、４歳児についても学びの観察カードを記入し、学びの連続性を検証する。 

・幼稚園から小学校に滑らかに移行できるように、幼児の学びを分類する。また、環境の構

成では、生活や学びを主体的に進める力と人と関わる力を育てる視点で検証する。 

相生市立平芝幼稚園 

① 長期指導計画、月の指導計画を見直し、アプローチ 

カリキュラムを作成する。 

② 学びの観察カードを記入する。 

③ 学びの観察カードから明らかになった幼児の学び

を、幼児期において育みたい資質・能力と「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」に分類する。 

④ 幼児の実態とアプローチカリキュラムを見直す。 

⑤ 小学校にアプローチカリキュラムを提示し、就学に 

 向けて、共通理解しやすい形式や内容を検討する。 

 

「学びの観察カード」（巻末資料参照） 

１ 検証メンバー 

２ 検証手順と工夫した点 

３ 検証の際の留意点 

工夫した点 

・毎日、その日のエピソードから事例を１つ挙げて学びの観察カードに記入していたが、

検証に時間がかかった。そこで、「運動会」「ひらしばっこランド（運動遊びとステー

ジごっこ）」等、行事や継続した遊びに視点を決めてカードを記入するように変更し、

集約の時間短縮と検証作業の充実に努めた。 

・幼稚園の生活や学びが分かりやすいカリキュラムになるように、小学校からの質問や

意見に答えたり、どのような遊びをしたかを伝えたりして、小学校教員と意見交換を

しながら検証に努めた。 
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学びの可視化によるアプローチカリキュラムの検証 

 
１ 検証メンバー 

園長、５歳児担任、４歳児担任、３歳児担任、加配保育教諭 

養父市教育委員会指導主事、接続する小学校校長、教頭、１年生担任、５年生担任  

２ 検証手順と工夫した点 

検証手順 

① 日々の記録（遊び・行事等）を自園の様式 

に残す。 

② 記録を分析し、学びを可視化する。 

③ 可視化した学びを幼児期において育みたい 

資質・能力に分類する。 

④ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

に関連付ける。 

⑤ 実践事例、公開事例から可視化した学びを具体的に分類表に記入し、まとめる。 

⑥ 活動経験に偏りがないか、身に付けさせたい力が明確にで 

きたかなどを分かりやすくするため、「幼児期の終わりま 

でに育ってほしい姿」を１０色に色分けした付箋をつくり、 

月案の幼児の活動に貼り付ける。 

工夫した点 

・幼児期において育みたい資質・能力を、具体的に理解した上で分類することができるよう 

に、研修の度に確認し合ったことで、学びがどのようにつながっていくかが見通せた。 

・１０色に色分けした付箋を貼ることで、活動経験の偏りや育ってほしい姿のバランスが一 

目で分かり、アプローチカリキュラムとの照らし合わせがしやすかった。 

・１年生との交流活動で同じ様式を使って記録をとり、学びの観点から対比させた。 

３ 検証の際の留意点 

・３歳児から４歳児、５歳児への接続も必要と考え、３、４歳児の学びも可視化する。 

・分類することに意識が行き過ぎないこと、幼児が主体的に関わり、心動かされる経験の 

中に学びは生まれてくることを再認識して、教育・保育に取り組む。 

・「幼児の学びは様々な側面から絡み合って、相互に影響を与えながら身に付いていくも 

のである」とされる中で、学びを分類することに戸惑いが生じることも考えられるが、 

小学校に学びをつなぐという点においては必要である。接続期のカリキュラムを、小学 

校教員と一緒に作成することが重要である。 

養父市立伊佐こども園         

「可視化した学びの分類表」 
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小学校との交流によるアプローチカリキュラムの検証 

 
１ 検証メンバー 

園長、5 歳児担任、4 歳児担任、3 歳児担任 

接続する小学校校長、教頭、1 年生担任、2 年生担任 

２ 検証手順と工夫した点 

検証手順 

① 作成したアプローチカリキュラムをもとに小学校教員と話し合う機会を設け、学習に

よる学びと遊びからの学びの連続性を捉える。 

② 小学校とのつながりを考え、小学校用にアプローチカリキュラムに教科名を記載する。 

③ 学びの連続性を踏まえ、交流活動を実施する。 

④ 実際の遊びの中でのエピソード記録を取る。 

⑤ エピソード記録と作成したアプローチカリキュ 

ラムを照らし合わせ、不足部分や重複部分を職 

員間で分類し直す。 

⑥ 実際の遊びの流れと幼児の学びにずれが見られ 

る場合は、アプローチ期の区分を変更する。 

 

工夫した点 

・小学校教員に幼児の遊びが伝わりにくかったので、教科とのつながりを考えて教科名を 

入れた。 

・教科名を入れたことで、自分たちが遊びとして日常的に取り入れている音楽面があまり 

表れていないことに気付き、再構成した。 

・エピソード記録をもとに、遊びの振り返りをし、分類する際に、写真や動画を活用して 

 カンファレンスを行い、幼児の学びについて職員間で共通理解した。 

３ 検証の際の留意点 

・「豊かな環境の中で、ありのままに表現する子どもをめざして」という研究テーマを常

に意識し、幼児が自分から表現している姿を捉えるようにする。 

・３、４歳児との関わりが幼児の持ち前の優しさを引き出すきっかけになるよう、環境を 

整えるようにする。 

洲本市立洲本幼稚園 
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 幼児期の教育と小学校教育を円滑に接続させるためには、互いの教育の特性や違いを理解し合った 

上で、つながりを意識していかなければなりません。作成したアプローチカリキュラムを接続する小 

学校と共有することで、幼児期の学びを明らかにすることができます。 

 

１ アプローチカリキュラムの活用 

 作成したアプローチカリキュラムは、接続する小学校と共有していかなければなりません。共有す 

る方法として 

 ・接続する小学校教員に、アプローチカリキュラムの作成や検証に参加してもらい、小学校側の 

意見を取り入れていく。 

 ・接続する小学校との幼小連絡会において、アプローチカリキュラムを配布し、幼児期にどのよ 

うな経験、育ちをしているか説明する資料の１つとする。 

などが挙げられます。 

また、作成したアプローチカリキュラムを、接続する小学校と共有するためには、小学校教員にも

分かりやすい内容や構成にしていくことが大切です。幼児期の遊びや生活、学びが理解しにくいとい

う小学校教員からの意見に、幼稚園側がどのように対応していくか、今後は、取組の工夫が求められ

ます。 

 

２ 幼児期の学びについての理解を深めるために 

  小学校教育は、教科等の目標・内容に沿った指導であり、具体的な目標への到達を重視する教育で

あることに対し、幼児期の教育は、遊びを通した総合的な指導を中心とし、その後の教育の方向付け

を重視する教育とされています。この教育の方法や原理の違いが、小学校教員にとって、幼児期の遊

びや生活、学びについての理解を難しくしています。 

幼児期の教育は、教師の意図的な環境の構成や関わりが重要です。幼児が遊びや生活の中で、どの

ようなことを経験し、学んでいるかを理解するためには、教師がどのような意図をもって環境の構成

や援助を行っているか、ということと併せて理解していかなければなりません。 

そのためにも、保育参観や事例検討などを通して、幼稚園側が実際の幼児の生活から学びを可視化

し、分かりやすく説明していくことが大切です。また、次ページに示す「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」を、具体的な幼児の姿とともに小学校と共有していくことも効果的です。 

 

 

 

 

Ⅴ 幼小連携の工夫について 
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３ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、幼稚園教育要領に示された５領域のねらい及び内容に

基づく活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であり、教師が指

導を行う際に考慮するものです。これは、新しい小学校学習指導要領にも示されており、今後、幼児期

から児童期への発達の流れを理解する手がかりとなっていきます。 

 

健康な心と体 
幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分

に働かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないこと

を自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂

げることで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

協同性 
友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、 

考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

道徳性・規範 

意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動

を振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するよう

になる。また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り

合いを付けながら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。 

社会生活との 

関わり 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中 

で、人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立

つ喜びを感じ、地域に親しみをもつようになる。また、幼稚園内外の様々な環境に

関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報

を伝え合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになると

ともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりを意識するよう

になる。 

思考力の芽え 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付

いたりし、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむよ

うになる。また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに

気付き、自ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味

わいながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。 

自然との関わ 

り・生命尊重 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究 

心をもって考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、

自然への愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる

中で、生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるも

のとしていたわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

数量や図形、標 

識や文字など

への関心・感覚 

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識

や文字の役割に気付いたりし、自ら必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、

感覚をもつようになる。 

言葉による 

伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や

表現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注

意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

豊かな感性と 

表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕

方などに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現す

る過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 
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幼児は園生活において、１つの遊びや行事などから、様々なことを経験し学んでいます。遠足で芋畑

に行き、「芋掘り」をしている様子を例にして、一つ一つの学びを幼児のつぶやきから見てみましょう。

つぶやきの中のアルファベットは、次ページの「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連を示

しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「芋掘り」を通して育つ幼児の姿 

A：よいしょ、よいしょ！ 

B：なかなか出てこないな… 

がんばるぞ！ 

E：お芋畑のおじさんに 

お礼を言わなくちゃ！ 

D：僕たちが乗ってきた電車と同じだ！ 

もっときれいに並べよう！ 

G：いろんな形のお芋が 

あるよ！おもしろいね！ 

F：お芋を傷つけない 

ように、そっとね… 

H：何個掘れたかな？ 

  数えてみよう！ 

Ｉ：見て！見て！ここにも 

大きなお芋があるよ！ 

C：僕のお芋とつなげて、 

大きなお芋にしよう！ 

Ｊ：お芋の家族みたいだね！ 
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芋掘りを通して育つ幼児の姿を、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の１０項目の視点で見ると、

次のようにまとめることができます。これらは、ほんの一例であり、幼児の主体的な活動を支える教師

の適切な援助や環境の構成があれば、芋掘り１つから、いろいろな遊びが展開されていきます。 

 

 

 このように、幼児期の学びを１つずつ読み取り、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に視点を置

いて可視化していくことで、小学校教員にも、幼児が１つの遊びや行事などから、様々なことを経験し、

学んでいることが伝わりやすくなります。いろいろな場面において、「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」と関連付けながら、具体的な姿を小学校教員と共有していくことが大切です。 

A 健康な心と体 
・腕や足に力を入れ、土を掘ったり、芋のツルを引っ張ったりする。 

・収穫した芋を食べることを喜ぶ。 

B 自 立 心 
・なかなか掘り出すことができなくても、諦めずに自分で芋を掘り

出そうとする。 

C 協 同 性 

・友達と相談したり、協力したりしながら、大きな芋の絵をかこう

とする。 

・焼き芋パーティーを企画し、友達と相談しながらパーティーに必

要な準備を進める。 

D 道徳性・規範意識の芽生え 
・収穫した芋（食べ物）を大切に扱おうとする。 

・利用する公共の交通機関や芋畑で、マナーを守ろうとする。 

E 社会生活との関わり 
・利用する公共の交通機関や芋畑で働く人々と触れ合う中で、親し

みをもったり、感謝の気持ちを伝えたりする。 

F 思考力の芽生え 

・芋の近くを掘るときは、芋を傷つけないようにスコップの使い方 

に気を付ける。 

・芋のツルを使って電車ごっこをしたり、迷路をつくったりして遊

びを工夫する。 

G 自然との関わり・生命尊重 
・掘り出した芋の大きさや形の違いに興味をもったり、収穫の喜び

を味わったりする。 

H 
数量や図形、標識や文字 

などへの関心・感覚 

・掘り出した芋の大きさや形を比べたり、数を数えたりして、数や

形、大きさ等に興味をもつ。 

・焼き芋パーティーの看板やチケットをつくる中で、文字の必要性

を感じたり、文字に興味をもったりする。 

I 言葉による伝え合い 
・友達同士で掘り出した芋を見せ合い、うれしい気持ちや驚き、発 

見を伝え合う。 

J 豊かな感性と表現 
・いろいろな材料を使って芋をつくったり、芋の絵をかいたりする

中で、自分の思いを伸び伸びと表現する。 

＜「芋掘りを通して育つ力」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の関連＞ 
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幼小での合同研究会(体育部会)の開催 

・芦屋市は、学校園が連携した研究部会があり、本園は体育部会に所属している。月に１回

程度、保育を公開したり、小学校の公開授業にもできるだけ参加したりして、運動遊びや

体育を中心とした研究を積み重ねている。その中で、幼稚園の遊びと小学校の授業がどう

つながっていくのかを、幼小の教員が共に研究する 

場として定着してきている。 

・１１月の阪神地区研究発表会で保育公開をした際、 

各小学校の体育部会から多数の参加があった。市の 

部会として、組織の中で研究していく体制があるこ 

とで、互いに保育や授業を見合う場、一緒に研修す 

る場が設定できてきている。 

 

アプローチカリキュラムの活用 

・保育公開時に保育指導案と一緒に本園が作成したアプロ―チカリキュラムを資料として 

 配布している。幼児が幼稚園でどのような経験をしているかを知り、小学校でこれをもと

にスタートカリキュラムが作成されることを期待している。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芦屋市立伊勢幼稚園         

２ 検証手順と工夫した点 

 
幼児期の学びの理解を深めるために 

・保幼小交流の事前打ち合わせ時に、子どものグループ編 

成をし、年齢に合わせた活動を計画する。交流で幼児が 

何を学んだのかを園職員で話し合い、よかったことや改 

善点を保幼小で意見交換をし、次回につなげる。 

・保育の指導案を添えて研究会に案内する。また、オープ 

ンスクール、運動会、音楽会などの参観を通して、生活 

の様子から学びを理解してもらう。 

・合同研修で幼児の学びを伝える機会をもつ。 

アプローチカリキュラムの活用 

・幼児の姿とアプローチカリキュラムを照らし合わせ、ねらいや学びにずれがあれば、検証

し、学びの連続性を明確にする。 

・アプローチカリキュラムを使って、小学校教員に遊びや生活の中の学びを説明する。小学

校からの意見を受けて修正を重ね、小学校との連携に役立てる。 

相生市立平芝幼稚園 

保幼小交流 

「岩屋谷公園で落ち葉拾い」 

実践協力園の取組 

「幼稚園の公開保育に小学校教員が参加」 
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２ 検証手順と工夫した点 

養父市立伊佐こども園 

 
小学校教員とのつながり 

・自園から就学した児童の様子を聞く機会をもち、話し合いの中で幼児が遊びの中から何を

学んでいるのかを具体的に伝える。 

・幼稚園と小学校の学びには連続性があることを再確認し、 

話し合いをきっかけに小学校教員が幼児の遊びを気に掛け 

て見るようにする。また、小学校のカリキュラムと幼児の 

学びを検討し、学びのつながりを考慮した交流をもつよう 

心がける。 

小学校との連携についての課題 

・毎月の配布物やオープンスクール、授業や遊びの交流活動、 

合同の防災訓練を通して、さらに互いの教育活動の理解を 

深める機会をもつ。 

・自園からは、複数の小学校に就学するため幼小連絡会を通 

してアプローチカリキュラムを配布し、幼稚園での学びを 

理解してもらう資料の１つとして活用する。 

洲本市立洲本幼稚園 

 
 
 
 
 

子ども理解を深めるために 

・子ども同士の交流会においては、小学校と一緒に年間計画を立 

てるようにし、幼児は小学校への憧れを、児童は幼児からの信 

頼や幼児への思いやりがもてるような内容を企画し、実施する。 

・授業参観、オープンスクール、保育参観に参加し、双方の学び 

を理解する機会をもつ。 

・「子どもを語る会」の時間をもち、園の子どもの様子や入学し 

た子どもの育ちを共通理解する。 

アプローチカリキュラムの活用 

・作成したアプローチカリキュラムを小学校に配布し、こども

園の生活や経験する活動から何を学び、何を身に付けていく

のかを説明する。 

・接続期に身に付けさせたい力とは何かを双方で理解し合う。 

・アプローチカリキュラムから接続期カリキュラム作成の重要

性について理解を得て、一緒に作成することへの協力を求め

る。 

「おもちゃランドで遊ぼう！」 

「小学生と一緒に魚釣り」 
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１ 幼小の円滑な接続のために  

 １年間、幼児期の教育と小学校教育との円滑な接続を目指して、アプローチカリキュラムの作成に 

関する研究に取り組んできました。 

アプローチカリキュラムを作成、検証、修正をすることで、 

① アプローチ期の幼児の育ちや学びの明確化 

② 保育内容の見直しや、幼児理解の深まり 

 につながりました。アプローチカリキュラムは、作成して終わりではなく、接続する小学校との間で

有効に活用されなければなりません。作成したアプローチカリキュラムをもとにした幼小合同の研修

会や連絡会等を行うなどして、アプローチ期の学びを共有してください。 

接続は、一方向からだけでは実現しません。双方が互いの違いや特性を理解し合い、歩み寄ってい

くことから始まります。アプローチカリキュラムは、まさに幼稚園側から小学校へアプローチするカ

リキュラムですが、今後は、小学校側が作成するスタートカリキュラムについても目を向けていかな

ければなりません。アプローチカリキュラムとスタートカリキュラムが、段差なく滑らかなスロープ

状につながっているか、という視点が必要です。幼稚園と小学校が、互いのカリキュラムの作成に携

わっていくことが円滑な接続につながっていくでしょう。 

また、今後は、自園の幼児だけでなく、他の幼児教育施設とも連携しながら、同じ地域で育つ幼児

の課題を明確にし、アプローチカリキュラムを作成することが必要となってきます。接続する小学校

との縦のつながりだけでなく、保育所や認定こども園等、他の幼児教育施設との横のつながりを意識

していくことも幼小の円滑な接続を考える上で重要となってきます。 

  

２ 幼児期の学びと小学校教育の学びの相互理解を深めるために 

 幼児期の学びと、小学校教育の学びの相互理解を深めるためには、幼児期の教育を小学校側に理解 

してもらう努力をするとともに、幼稚園側も小学校教育についての理解を深める努力をしていかなけ 

ればなりません。積極的に小学校の授業を参観したり、小学校学習指導要領を読み、理解したりする 

などの取組が必要となってきます。 

連携や交流の時間を確保することが難しい、接続する小学校が多数に分かれている、自園だけでな

く、様々な幼児教育施設との連携も必要となってくる等、様々な課題はありますが、同じ地域の子ど

もを育てるという視点で、課題や目指す子ども像を明確にしながら、幼児期の学びと小学校教育の学

びをつなげていくことが大切です。 

Ⅵ 研究のまとめ 
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○趣  旨  ・本県では、平成２７年度から幼児教育支援事業を実施し、幼児期の教育と小学校教

育の円滑な接続を目指し、アプローチカリキュラム作成に係る実践研究に取り組ん

できた。 

       ・本年度は、アプローチカリキュラムの基本枠を示すとともに、昨年度整理した「『幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿』の具体像」をもとに、実践協力園が作成した

アプローチカリキュラムや作成の手順等をモデルとして示すことで、今後、県内各

市町において、地域や各園の実態に応じたアプローチカリキュラム作成の実践につ

なげたいと考えている。 

       ・そこで、実践協力園におけるアプローチカリキュラム作成についての実践発表や、

小学校との接続についてパネルディスカッション等を行い、今後の幼児期の教育と

小学校教育の円滑な接続の推進を図る。 

○日  時  平成３０年３月１日（木）１３：３０～１６：２０ 

○会  場  東灘区民センター５階大ホール（うはらホール） 

○参加者数  ４８２名 

 ○日  程  １３：３０～１３：４０ 開会挨拶 

                     兵庫県教育委員会事務局義務教育課長 西田 健次郎 

        １３：４０～１４：５５ 基調報告 

「幼小の円滑な接続について」 

                     兵庫県教育委員会事務局義務教育課 

副課長兼初等・中学校教育班長 村田 かおり 

        １４：００～１４：４０ 実践発表 

「アプローチカリキュラムの作成に関する取組について」 

     １５：０５～１６：１５ パネルディスカッション 

                 「幼児期と児童期の『学び』の接続について」 

     

                     

                        

                      

                     

               

  

 

 

Ⅶ 平成２９年度「幼児教育研修会」まとめ 

概要 

パネリスト 

 神戸松蔭女子学院大学 教  授 寺 見  陽 子 

 神 戸 親 和 女 子 大 学 教  授 澤 田  愛 子 

 芦 屋 市 立 伊 勢 幼 稚 園 園  長 瀬山 久美子 

 相 生 市 立 平 芝 幼 稚 園 主任教諭 森上 美由紀 

 養父市立伊佐こども園 園  長 黒 田 惠 美 

 洲 本 市 立 洲 本 幼 稚 園 教  諭 来 田 千 絵 

コーディネーター 

  神 戸 大 学 大 学 院 教  授 伊 藤   篤 



28 
 

 

 

 

○研究の背景  

○幼児教育支援事業における３年間の研究内容について 

○アプローチカリキュラムの作成、検証について 

○アプローチカリキュラムを活用した幼小連携の工夫について 

 

 

 

 

 

○芦屋市立伊勢幼稚園の取組   芦屋市立伊勢幼稚園長 瀬山 久美子 

・アプローチカリキュラムの作成にあたり、自園の幼児の実態や課題を明確にし、アプローチ期には 

出来るだけトラブルや摩擦、葛藤を経験させ、試行錯誤を繰り返しながら目標を達成し、それを自 

信につなげていくような経験をさせたいと職員間で共通理解した。 

・小学校に幼稚園の遊びや生活を知ってもらうため、ビデオを撮影してそれを見てもらった。幼稚園 

側が撮影したビデオよりも、小学校長が撮影したビデオの方が１つの遊びをじっくりと追っており、 

そこから何が育っているかについて理解が深まったようだ。 

○相生市立平芝幼稚園の取組   相生市立平芝幼稚園 主任教諭 森上 美由紀 

・自園の幼児に身に付けさせたい力である「人と関わる力」の育成に関する項目を中心に、教育課程

や長期指導計画を見直し、それをもとにアプローチカリキュラムを作成した。 

・作成したアプローチカリキュラムが幼児の実態や生活に即しているかを検証するため、「学びの観

察カード」を活用した。幼児の遊びや生活からエピソードを記録し、学びの可視化をするとともに

アプローチカリキュラムと照らし合わせながら検証を進めた。 

○養父市立伊佐こども園の取組   養父市立伊佐こども園長 黒田  惠美 

・アプローチカリキュラムは、５歳児担任だけでなく、０～４歳児の担任や加配保育教諭も一緒に作 

成した。全職員で、アプローチ期に身に付けさせたい力は何かを共通理解しながら作成した。 

・小学校からの意見で、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」で分類したアプローチカリキュラ

ムも作成すると、小学校からは３つの資質・能力で分類したものより分かりやすいという意見を得

た。また、「スタート期に育つ姿」の欄を設け、小学校と共通理解しながら記載した。 

○洲本市立洲本幼稚園の取組   洲本市立洲本幼稚園 教諭 来田  千絵 

  ・幼児の遊びは連続性を帯びていることや、幼児が遊び込むことで遊びの過程には高まっていく部分 

があることを一目で分かるように山型の曲線で表し、アプローチカリキュラムの幼児の活動欄に示 

した。 

・アプローチカリキュラムの検証については、小学校教員とともに行い、小学校教育とのつながりを 

見通すことができた。幼児の学びの様子を具体的に表記することで小学校教員にも分かりやすくな 

った。 

基調報告  ～「幼小の円滑な接続について」～ 

実践発表 ～「アプローチカリキュラムの作成に関する取組について」～ 
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○実践協力園の取組について 

  ・自園の実態を踏まえたり、接続する小学校からの意見を取り入れたりするなど、実践協力園にお

いて工夫した取組がなされている。 

  ・小学校と幼稚園が、互いの教育を見通しながら、一緒になってカリキュラムの作成や検証を行う

そのプロセスが大切である。 

○アプローチカリキュラムを作成する上で留意すべき点 

  ・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を評価の視点としていくことで、小学校教育への引き継

ぎがしやすくなる。しかし、幼児期の学びは総合的な遊びの中からという、幼児期の教育の基本

をしっかりと踏まえておかなければ、「できる、できない」の評価になり、誤解されやすいので注

意が必要である。 

・５歳児後半の姿だけに着目するのではなく、３、４歳児それぞれの時期にふさわしい指導の積み

重ねができているか、３、４歳児の姿が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」につながって

いるかを、常に意識しておかなければならない。 

  ・幼児の学びを、教師がどれだけ見取ることができるかが重要である。幼児期の学びを見取ること

の大切さを見直し、幼児期の学びを小学校へ丁寧に伝えていくことを積み重ねてほしい。 

 

 

○幼稚園教育要領の改訂について 

 ・今回の改訂の中で言われていることは、幼児教育の見直しと幼児期において育みたい資質・能力

の明確化である。幼児教育の見直しは、カリキュラム・マネジメントにつながる。カリキュラム・

マネジメントの実施と資質・能力の明確化により、教育内容をどう充実させていくかが求められ

ている。 

○実践協力園の取組について 

 ・４園の取組はそれぞれに特色があり、その園の実態や地域性、幼稚園と小学校の関係性の中で、

幼小の円滑な接続を進めるにあたりどのような可能性があるかを探る実践発表であった。実践協

力園の取組を聞き、ここから何を学んでいくかが重要である。 

・小学校教育では知識や技術、「できる、できない」に目が向きがちであるが、幼児期は学びの芽生

えを大切にしなければならない。芽生えた学びの芽をどのように紡いで、方向付けていくかが幼

児期の教育である。 

 ○今後の課題 

  ・幼児の育ちや学びを、保育実践の中からどのように読み取るかが大切である。教師は、幼児が１

パネルディスカッション ～「幼児期と児童期の『学び』の接続について」～ 

テーマ１ アプローチカリキュラムの作成、検証について～実践発表から～ 

澤田教授 

寺見教授 
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つの遊びや生活から様々なことを学んでいるということを常に意識し、学びを深く読み取る力を

身に付けていく必要がある。 

 

 

○実践協力園の取組について 

  ・平成２９年度は、アプローチカリキュラムをどのように工夫して作成していくか、その方法論に

ついてが研究の中心となっている。作成したアプローチカリキュラムが幼小の円滑な接続に、ど

こまで有効であったかというところまでは示しきれていないが、今後、それぞれの園での取組を

考える上での参考にしてほしい。 

○幼児の育ちや学びを捉えるにあたって 

  ・今回の幼稚園教育要領の改訂で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の１０項目や、幼児期

に育みたい資質・能力が示された。幼児期の教育は方向性の目標であることに変わりはないが、

その方向性の中身が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の１０項目や、幼児期に育みたい

資質・能力に向かっているかを意識しなければならない。 

  ・５歳児修了時に、全員が同じ育ちをしている必要はないが、「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」の方向に導くような道筋や手立てを考えたり、実践したりするという点で、アプローチカリ

キュラムは、非常に有用である。アプローチカリキュラムの作成や検証を通して、幼児の育ちや

学びを的確に捉え、保育実践に役立てていくとよい。 

 

 

 

 

 

○芦屋市の取組として 

  ・芦屋市には、平成２８年度に作成された「芦屋市接続期カリキュラム」があり、それをもとに自

園のアプローチカリキュラムを作成した。 

・芦屋市では、小学校と幼稚園が連携してともに学ぶ研究部会があり、月に１回程度、保育公開や

授業参観を行い、研修を重ねている。 

・市内の全ての小学校１年生の担任と公私立幼児教育施設の担任が一堂に集まって、情報交換や研

修をする機会がある。市の中で、こうした研修や連携の体制があることが強みである。 

 

 

○幼小連携の工夫について 

・学期に１回程度の保幼小交流を行った。事前準備や打ち合わせを計画的に行うとともに、交流後

には改善点を話し合い、次回につなげている。 

・アプローチカリキュラムを作成、検証する中で、幼稚園生活を小学校側が理解しやすいようにす

るため、具体的な活動内容を挙げて文章表現する欄を設けた。 

・作成したアプローチカリキュラムを接続する小学校に提示し、小学校からの疑問点に答えながら

テーマ２ アプローチカリキュラムを活用した幼小連携の工夫について 

伊藤教授 

瀬山園長 

森上主任教諭 
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編成し直し、小学校にも分かりやすいアプローチカリキュラムになるよう工夫した。 

 

 

○幼小連携の工夫について 

・幼小連携の時間を確保するために、年度当初に交流会や行事の参加について年間計画を立て、見

通しをもって交流を進められるようにした。しかし、実際はそれぞれ忙しく、計画通りに進める

ことは難しかった。 

・学期に１回、小学校の「子どもを語る会」に参加し、園の子どもの様子や、入学した子どもたち

の育ちを教師間で共有する時間をもつようにした。 

・交流会は小学校の全学年と行ったが、１年生と５年生との交流の回数を多くもつようにした。５

年生とは２校時と３校時の間の２０分間の休み時間に交流をもつことができた。 

 

 

○幼小の学びのつながりについて 

 ・小学校教員との話し合いの中で、幼稚園では、遊びの中で実体験をもとに数や数字に興味や関心

をもつようになるが、小学校の授業になると数の概念が分かりにくくなり、幼児期の学びと小学

校教育の学びがうまくつながっていないことが分かった。芋掘りの経験やおはじきを使った授業

など、互いに具体的な事例を挙げて話し合うことで、それぞれの学びについての理解が深まった。 

 ・作成したアプローチカリキュラムを、接続する小学校との連絡協議会で資料として配布し、幼児

期の学びの過程を知ってもらうよう心がけた。小学校からの意見を取り入れながら、今後も検証

と修正を重ねていき、学びのつながりをより見通せるようにしていきたい。 

 

 

○地域性や各園の実態を踏まえた幼小連携の在り方 

  ・小学校と幼稚園、保育所が１つずつのような地域は比較的、連携しやすい。しかし、小学校１校

に多数の幼児教育施設がある地域や、統廃合の進む地域は、継続した連携をしていくことが難し

い。それぞれの地域の特性を踏まえた幼小連携の在り方を探っていかなければならない。 

  ・小学校との関係性をいかに保っていくかが重要になってくる。幼稚園からアピールしていくだけ

でなく、小学校で見られる姿は幼児期にどのように育ってきたのかを、小学校側が知りたいと思

えるような関係性ができるとよい。 

 ○幼児期の学びと小学校教育の学びについて 

  ・幼児期の学びと小学校教育の学びについて、幼稚園側から小学校教育を見ると教科に引っ張られ

てしまい、小学校側から幼児期の教育を見るとその逆の現象が起こる。アプローチカリキュラム

を考えるとき、自分はどの視点から、どちらを見ているのかを常に意識しておかなければならな

い。 

  ・幼児期の教育と小学校教育は、学び方や目標等、全く違うものである。もともと違うものを結び

つけるためには、工夫が必要である。 

・幼児期は自分と周りとの関係性をどのようにつくっていくか、という自分中心の学び方で様々な

黒田園長 

来田教諭 

寺見教授 
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ことを身に付けていくが、小学校期になると、幼児期に獲得した関係性をもとに自分自身で目標

をつくり、自ら計画的に学んでいく学び方をする。そこをどのようにつなげていくのか、という

視点をもっておかなければならない。 

  ・５歳児の協同的な学びを小学校にどのように伝え、つなげていくかが大切である。そのためにも

５歳児の具体的な遊びの様子や学びの過程を小学校と共有していかなければならない。 

 

 

○幼小連携において留意すべき点について 

  ・幼稚園は学校教育の始まりである、幼稚園の教育は環境を通して行うものである、という基本的

なことから、小学校に理解してもらうことが大切である。環境の構成の意味や教師の援助なども、

具体的に説明していくことで、遊びの中から幼児が学んでいる様子が伝わりやすくなる。 

  ・１年生と５歳児の交流を行った際、１年生がペアの５歳児にプレゼントをつくっている様子を見

て、ペアの５歳児のことを思い浮かべ、心をこめてつくっていることが分かった。５歳児は、そ

れを心から喜んでおり、継続した交流を積み重ね、心と心のつながりができているからこそ見ら

れる姿だと感じた。 

  ・交流の回数を重ねていくことで、教員同士も気心が知れ、互いの取組について率直に話せるよう

になり、理解も進む。職員の異動もあり、幼小連携を継続させていくことは難しいが、接続期の

教育は、教育委員会とともに組織的に取り組んでいくことで、教育の指導の改善や内容の充実に

つながっていく。今後の教育委員会の取組にも期待したい。 

 

 

○アプローチカリキュラムの果たす役割 

 ・アプローチカリキュラムは、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を実質化したものであり、

実現することを目的とする学びの指針である。幼児の「隠れた有能さ」をしっかり見付け出し、

それを小学校教員に、いかに伝えていくかが今後の課題となっていく。 

 ・小学校がスタートカリキュラムを作成する際に、幼児期にこれだけの資質・能力が育っていると

いうことを伝える材料の１つとして、アプローチカリキュラムを活用することができる。幼児期

に育まれた資質・能力を、小学校以降の教育でより伸ばしていきたいと思われるようになってい

くとよい。 

 

 

○幼児期の学びと小学校教育の学びの接続における今後の課題 

 ・幼稚園教育要領の改訂で、幼稚園から高校までの各学校段階を通じて、系統的に学んでいくとい

う観点から幼稚園教育において育みたい３つの資質・能力が示された。それを受けて「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」の１０項目が示されている、というこのルーツを十分に把握して

おかなければならない。 

  ・今、日本の学校教育が全体的に見直されている。知識や技術を学ぶだけでなく、自ら周囲に関わ 

り、自ら思ったことや考えたことを、いかに自己実現していくかが求められている。 

澤田教授 

伊藤教授 

寺見教授 
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・科学が進歩し、学校教育の中だけでは知識や技術を教えきれなくなった今、自分自身の思いをど

のようにコーディネートして表現し、自ら学んでいくのかということを、教育の中核にして考え

ていかなければならない。 

  ・アプローチカリキュラムがアプローチカリキュラムに終わらないことが大切である。小学校教育

の育ちと幼児期の育ちが全てそこに含まれ、なおかつ、それが日頃の教育課程とつながるところ

までいかなければ、学びの接続という今日的な課題をクリアしていくことはできない。 

 

 

 ○アプローチカリキュラム作成における留意点 

  ・アプローチカリキュラムの中に「スタート期に育つ姿」や、小学校の教科名を入れたりする実践

協力園の取組があった。それは、あくまでも小学校教員にとって分かりやすいアプローチカリキ

ュラムにするための工夫の１つである。しかし、そのことで幼稚園での保育実践が教科に引っぱ

られてしまうようであれば、園内で活用するアプローチカリキュラムではそれらを削除するなど、

目的に応じて使い分けることが大切である。 

 ○幼児期と小学校教育の学びについて 

  ・幼児の「隠れた有能さ」に着目してほしい。幼児期に、自分を中心軸にして自ら学びの欲求を充

足していこうとする姿を大切に育んでほしい。 

  ・就学前までに育った幼児の主体性を小学校教育で 

も大切にしてもらうためにも、小学校教員に幼児 

の「隠れた有能さ」を伝えてほしい。そうするこ 

とで、小学校が幼稚園や認定こども園、保育所等 

と一緒になって、スタートカリキュラムを作成し 

よう、作成しなければという意識の高まりにつな 

がっていく。 

   

伊藤教授 





 

 

 

 

 

○ アプローチカリキュラム基本枠 

 

 

○ 実践協力園が作成したアプローチカリキュラム 

 

 芦屋市立伊勢幼稚園 

  

 相生市立平芝幼稚園 

 

 養父市立伊佐こども園 

 

 洲本市立洲本幼稚園 

 

 

○ 観察カードによる学びの可視化（相生市立平芝幼稚園の取組） 

 

 

○ 幼小連携事例シートによる学びの可視化（養父市立伊佐こども園の取組） 

 

資 料 





アプローチカリキュラム基本枠                                                          園名                

 

 アプローチ期 
５歳児 ９月～１０月 ５歳児 １１月～１２月 ５歳児 １月～３月 

ア
プ
ロ
ー
チ
期
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力 

知
識
及
び
技
能
の
基
礎 

   

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
基
礎 

   

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等 

    

幼
児
の
活
動 

 

教
師
の
援
助 

環
境
の
構
成
の
ポ
イ
ン
ト 

   





                                                                                          
 

期 
アプローチ期 

５歳児 １０月～１２月 ５歳児 １月～３月 

伊
勢
幼
の
実
態 

◎穏やかで優しい。友達のことを受け止めようとする姿があり、温かい雰囲気である。 
 生き物を大切に扱い、生き物の世界に思いを寄せる良さがある。 
 
課題 ・本音をぶつけ合うことが少ない。 

・困ったことを自分から発信する力が弱い。 
                                 ⇒自分で考えて行動できる幼児に育てたい。 

トラブルや摩擦、葛藤を経験させたい。   
                                                                    目標を達成して自信につなげたい。 

◎トラブルを避けている。失敗を恐れている姿も見られる。 
 友達と仲良く遊ばないといけないと思う気持ちが強い。仲良しの友達と一緒に行動するだけで安心している幼児もいる。 
 
成果 ・運動会やおまつりごっこ等を経験し、少しずつ自分の思いや考えが伝えられるようになってきた。 
   ・友達の頑張りや友達が困っていることに気が付き、伝えたり助けたりできるようになってきた。 

                      ↓ 
課題 ・大人に困り感を伝えたり、相談したりすることはできるが、自分達で解決しようとする力は弱い。 

ア
プ
ロ
ー
チ
期
に
身
に
付
け
た
い
資
質
・
能
力 

 

知
識
及
び
技
能
の
基
礎 

(基本的生活習慣)   
          
(チャレンジ遊び)  

 
 

(食育)       
(リレー)      
(帽子とり)      
           
(生物)        
          
(色水)         
(葉っぱ・ドングリ) 

(基本的生活習慣) 
       

（劇遊び）   
   

 
 
 

（かるた）   
  

   
（氷）     
（木・葉っぱ） 
（剣玉）   
（木工製作） 
                       

思
考
力
・
判
断
力
・ 

表
現
力
等
の
基
礎 

 
（リレー）   ・(D)(I)「今のは、ルール違反だよ」「○○ちゃん、ちゃんと走って」など、 
            見たことを率直に表現する。 
（帽子取り）  ・(C)団体戦ではどうやったら勝てるかなど、作戦を考え話し合う。 
 
（リズムダンス)・(C)自分で動きを考えたり、友達のダンスを真似したりして楽しむ。 
 
（生物）    ・(B)バッタやカブトムシ等の飼い方や食べ物を調べようとする。 
 
 
（縄引き）   ・(I)縄の持ち方、持つ場所など勝つために友達や年少児に作戦を伝える。   

 

学
び
に
向
か
う
力
・ 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
 

人
間
性
等 

（チャレンジ遊び） 
・(B)体を動かす遊びに挑戦し、上手くいかない苛立ちと諦めたくない気持ちで葛藤しながら 
   も、諦めずに取り組む。 
・(B)体を動かす遊びに挑戦し、できるようになった達成感を味わうとともに、そのこと 

が自信となり、他のことにも挑戦しようとする。 
・(I)友達の頑張りを認め、励ます。 
・(D)手伝ったり、応援したりなど、友達のことを思いやって関わる。 
 
（綱引き）   ・(C)ペア２人→家族４人→チーム１５人でのリーダーを決め、 

力を合わせて勝つための作戦を考える。 
        ・(D)年長が年少に縄の持ち方や持つ場所などを教える。 
                                  

 

  

幼
児
の
活
動 

 
 

 

教
師
の
援
助 

環
境
の
構
成
の
ポ
イ
ン
ト 

・預かり保育の午睡をなくす。 
・生活に見通しがもてるように、1日のスケジュールを表示する。 
・お山座りの姿勢が、椅子に座った時の姿勢につながることを知らせ、意識させる。 
・椅子に座って先生や友達の話を聞く時間を少しずつ長くしていく。                           
・話を聞く姿勢が意識できるようにする。 
・自分が困っていることを友達や教師に伝えられるようにしていく。 
・いろいろな生活の中で自分で考えて行動する場をつくっていく。 

・環境に慣れ親しむために、小学校に行く機会をつくる。 
・小学校でやってみたいことや質問等を話し合い、小学校と連携する機会をつくる。 
・小学校を題材にした絵本を展示し、読む。 

 

（音楽会） ・(J)曲の感じや歌詞の内容を味わいながら、歌うことを楽しむ。      （劇遊び）・(J)クラスで１つの劇をつくり上げる達成感や充実感を味わう。 
(J) 

・幼児に任せ、見守る援助と、幼児が意識したり考えたりする間の取り方やきっかけづくり等の援助の在り方を考える。 
・選べる環境、試せる環境と時間をつくる。 
・幼児がやろうとする気持ちを認め、意欲的に生活が送れるようにする。 
・教師の認めや励ましなどの言葉がけも伝え合う力の学びの１つとなることを意識する。 

（木工製作）     
（伊勢幼まつり）  
 
 
 
 
 
 
(合奏と歌)      

 

（運動会の遊び） 
 リレー  
・チームを自分達で決める。⇔友達の力を知る。 
・「そのチーム強い！」「O ちゃんがおったら勝てない」など、本音を出し合い
話し合う。 

 リズムダンス 
 ・曲に合わせて自分達でダンスを創作する。 
 

チャレンジ遊び  
・竹馬・フープ・ホッピング・縄跳び・一輪車など自分で目標をもって取り組む。 

 
帽子取り 
・友達の帽子を取る。向かっていく。 

 ・作戦を考える。 
 

劇遊び 
・登場人物の気持ちを考えて、表現することを楽しむ。 
・クラスの友達と共通の目的をもって心と力を合わせる。 
・劇遊びの役になりきり、自信をもつ。 
かるた・すごろく 
・ひらがなにふれながら、かるたやすごろくを楽しむ。 
 
剣玉 
・剣玉検定をし、自分の目標の級に向かって挑む。  

（劇遊び）・(J)登場人物になりきってセリフを言ったり、動作で表現したりする。 
     ・(I)自分の思いや考えを伝え合う。 
     ・(J)友達の表現を見たり、思いや考えを聞いたりすることを楽しむ。 
 
（卒園に向けて）・(I)幼稚園生活を振り返り、楽しかったこと、嬉しかったこと

等、自分の言葉で伝える。    
        ・(I)小学校に向けて、楽しみにしていることや不安に思ってい

ること等を話し合い、友達の思いにふれる。 

 

伊勢幼まつり 
・「いらっしゃいませ」「おいしいですよ」など、自分から声を掛け、楽しむ。 
・お店屋さんごっこを楽しむ。 
 
木工製作 
・仲よし会にむけて、木工製作をする。 
 
 
音楽会 
・いろいろな楽器に親しみ、合奏する。  
 
ペア・グループ活動 
・巧技台遊びや縄跳び、コマ回しなどで遊ぶ。 

 
（ハッピータイム(異年齢ペア)の遊び)  ・(D)思い通りにいかない葛藤を味わう。 
                    ・(C)ペアやグループの友達への思いやりや信頼、協力する気持ちをもつ。 
                    ・(I)友達にどう伝えたら伝わるのか、試行錯誤する。 

 

・(A)こまめな水分補給が必要だと気付き、自分からしようとする。 
・(A)暑さ寒さを感じて、自分でスモック等の脱ぎ着をする。 
・(B)竹馬に乗れるように試行錯誤する。⇒友達とつながり、自信となる。 
・(B)竹馬・ホッピング・フラフープ・縄跳び等に自分で目標を立てて、挑戦しようとする。  

 
・(G)野菜(ピーマン、ナス、サトイモ、ダイコン等)の世話や収穫をする。  
・(C)走り方やルール、人数を合わせること等に気付き、いい勝負になるように遊びを進める。 
・(B)本気で相手の帽子を取るための作戦を考え、勝つ喜びや負ける悔しさを味わう。 
・(H)万国旗に親しみをもち、いろいろな国に興味をもつ。   
・(G)バッタやアゲハの幼虫の世話を通して、美しさや不思議さを感じたり、性質を知ったりする。 
・(G)ザリガニの冬の過ごし方に思いを寄せる。 
・(G)友達と工夫し、アサガオやベゴニア、マリーゴールド等を使って色水遊びをする。 
・(G)紅葉した葉の色に感動したり、様々なドングリがあることに気付いたりする。 

・(J)サンタさんの世界に夢を広げ、木工製作を仕上げる。   
・(F)いろいろな素材を使って、お店屋さんの売り物を工夫して作る。 
・(D)友達と思いがぶつかり合ったとき、お互いの思いを伝え合い、 

自分達で折り合いをつける。 
・(E)お店屋さんになりきって掛け声をかけたり、買い物を楽しんだり

しながら友達との関わりを楽しむ。 
・(C)遊びが楽しくなるように、遊び場や進め方、道具の使い方など試

したり工夫したりして、遊びを進める。 
・(J)音楽会に向けて曲想にイメージを広げて楽器遊びや歌を楽しむ。 

・(A)自分の健康に関心をもち、風邪の予防に努める。 
・(A)危険な遊び方や災害時の行動の仕方が分かり、状況に応じて安全に行動する。 
・(C)生活や遊びに関係の深い情報を伝え合ったり、活用したり判断したりする。 
・(H)文字や標識、数字に興味をもち、遊びに取り入れようとする。 
・(I)お話の世界にイメージを広げ、必要な言葉が分かり、場に応じて使う。 
・(J)様々な表現を楽しみ、感じたり、考えたりする。 
・(C)劇遊びを進める中で、お話の理解を深めながら、役割を決め、それぞれが責任を果たそうとする。 
・(H)文字や数量への興味関心が深まる。 
・(H)読めるひらがなが増える。 
・(H)友達と競い合いながら何枚取れたか数える。 
・(F)どこに氷が張るのか、興味をもつ。季節や気温の変化によって変化することに気付く。 
・(G)葉が落ち、また新しい芽を出すという命の巡りに気付く。 
・(B)何度も繰り返しチャレンジする気持ち・力加減・集中力を養う。 
・(C)友達と助け合いながら、諦めないで作り上げる。 
・(F)木や紙等の素材をどう組み合わせていくか、試行錯誤する。   

芦屋市立伊勢幼稚園 アプローチカリキュラム





 
期 ９月～１０月 １１月～１２月 １月～３月 

期の特徴 友達と力を合わせて、遊びを充実させる楽しさを知っていく。 友達と共通の目的をもって、遊びに意欲的に取り組む。 自分の力を十分に発揮し、友達と力を合わせて園生活を存分に楽しむ。 

資
質
・
能
力
の
基
礎 

知識や 
技能の 
基礎 

ＡＢ 
 
Ａ 
 
Ａ 
Ａ 
 
Ｆ 
Ｇ 

健康に過ごせるように、自分で水分補給をするなど意識して行動
する。 
戸外で体を動かす心地よさを感じ、友達と一緒にいろいろな運動
遊びに進んで取り組む。 
食事の大切さを知り、マナーを守って楽しく食べる。 
災害時の身の守り方が分かり、合図や指示に従って機敏に行動す
る。 
自分達で遊びの場を整え、身近に使う物を大切にし、丁寧に扱う。 
様々な自然物を遊びに取り入れながら季節の変化に関心をもつ。 

Ａ 
 
Ｆ 
Ｇ 

健康的な体づくりに関心をもち、生活のリズムを整えたり食べ物の好
き嫌いを減らしたりするなど、健康な生活の習慣を身に付ける。 
身近な機器や用具の適切な使い方を知り、遊びに生かす。 
木々の紅葉、落ち葉の様子などを見て、季節の移り変わりを感じ、冬
の動植物の様子に気付く。 
 

Ａ 
Ａ 
Ｂ 
Ｂ 
Ｄ 
Ｅ 
 
Ｈ 
 
 

風邪やインフルエンザを予防する意識をもって、手洗い・うがいを進んで行う。 
遊びや生活の中で安全に気を配り、友達と伝え合ったり自ら行動したりする。 
園生活の中で生活に見通しをもち、時間を意識して行動する。 
グループの中で役割を受けもち、目的をもって遊びや生活を進める。 
園生活を通して自分で考えながら場面に応じて行動する。 
正月、節分、ひな祭りなど、地域の伝統的な行事にふれ、地域の人々や文化に親し
みをもつ。 
簡単な標識や文字、数、図形などに関心をもち、考えたり、日常生活に取り入れて
使ったりする。 

思考力・
判断力・
表現力等
の基礎 

Ｃ 
 
ＣＤ 
 
Ｄ 
 
ＥＦ 
ＦＧ 
 
ＦＩ 
 
Ｈ 
 
ＩＪ 
Ｊ 
 
 

様々な素材や用具を使い、友達と工夫して遊びに必要な物を作るこ
とを楽しむ。 
自分達で遊び方を考えたり、ルールを決めたりして、共通の目的に
向かって活動する。 
進んで生活しようとしたり、けじめをもったりしながら、やってよ
いこと、悪いことを自分で考えて行動する。 
興味のあることを調べたり考えたりする。 
身近な動植物にふれ、遊んだり観察したり調べたりして興味をもっ
て親しむ。 
友達と一緒に情報を伝え合いながら、遊びや生活を進める中で、予
想したり確かめたり振り返ったりして遊びを深める。 
日常生活の中で数量・広さ・速さ・位置・時間に関心をもち、生活
の中で使って遊ぶ。 
体験したり、感じたりしたことを言葉で表現することを楽しむ。 
リズミカルに表現したり、友達と表現を工夫して動いたりすること
を楽しむ。 
 

ＣＤ 
 
ＦＩ 
ＧＨ 
 
ＨＪ 
 
ＩＪ 
 
Ｉ 
 
Ｉ 
Ｊ 

友達の気持ちを受け止め、共感したり振り返ったりして考えながら行
動する。 
友達と思いや考えを伝え合い、試行錯誤して物との関わりを楽しむ。 
自然物などの様々な環境を使って遊びを楽しみ、素材の感触や物の性
質などに気付いたり調べたりして探究する。 
生活の中の数量や図形などに関心をもち、自分達の表現したいことを
伝える手段として取り入れて遊ぶ。 
友達と一緒に考えたことを遊びの中で実現したり、言葉で表現したり
する楽しさを味わう。 
絵本や物語に親しみ、興味をもって聞き、想像する楽しさを通して、
言葉で表現することを楽しむ。 
友達とやりとりを十分にし、思いを伝え合う。 
友達といろいろな歌を歌ったり、楽器を使ったりして、曲の感じやリ
ズムの変化を楽しむ。 

ＢＣ 
ＣＩＪ 

 
Ｆ 
ＦＪ 
 
Ｇ 
 
Ｉ 
 
ＩＪ 
 
Ｊ 
 

自分達の生活の場を皆で協力してつくりだし、使いやすく整えたり飾ったりする。 
絵本や童話に親しみ、物語の世界を想像して演じて遊んだり、友達と表現する楽し
さを味わったりする。 
友達と一緒に身近な環境に関わり、予想したり確かめたり振り返ったりする。 
生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れた経験を基に、友達と一緒に考え
ながらいろいろな表現を楽しむ。 
冬の身近な事象や自然に関わり、その感触や不思議さに感動したり、それらを取り
入れたりして遊ぶ。 
考えたことや感じたことを相手に分かるように話したり、話の内容を理解し、注意
して聞いたりする。 
様々な出来事の中で、イメージを膨らませ、感動したことを言葉や歌、絵など様々
な方法で表現し伝え合う。 
音楽に親しみ、感じたこと考えたことなどを、音やリズム、動きで表現する楽しさ
を味わう。 

学びに向
かう力・
人間性等 

ＡＢ 
 
ＡＤ 
 
Ｃ 
 
Ｅ 
Ｅ 
 
Ｇ 
Ｉ 

自分の力を出し、競い合ったり応援したりして、全身を動かして遊
ぶ満足感を味わう。 
友達と積極的に体を動かす活動に取り組み、ルールを守って一緒に
遊ぶ充実感を味わう。 
グループの友達と役割を分担したり、力を合わせたりして遊びや生
活を意欲をもって進める。 
国旗に接し、親しみをもつ。 
高齢者や身近な人々との関わりを通して親しみをもって心を通わ
せる。 
身近な動植物の命に気付き、大切にする気持ちをもって関わる。 
友達との関わりの中で、相手の気持ちに気付き受け入れたり、自分
の思いを伝えたりする。 

ＣＤ 
 
ＣＪ 
 
ＣＪ 
Ｅ 
 
 
 

遊びの進め方を友達と話し合い、協力したり、きまりを守ったりして
取り組むことを楽しむ。 
様々な素材や用具を使って、友達と協力しながらイメージを広げて遊
ぶことを楽しむ。 
曲想を感じたり、気持ちを込めて歌ったりして、皆で音楽を楽しむ。 
自分の生活に関係の深い情報や、地域の人々に関心をもって関わり、
心を通わせる。 
 

Ｂ 
ＣＦ 
Ｃ 
 
Ｅ 
 

修了する喜びを感じ、５歳児としての自覚をもって行動する。 
トラブルや困ったことを自分達で解決していこうとする。 
クラスの皆で目的や願いを共有し、必要な情報を得て、問題解決のために工夫した
り協力したりして、やり遂げようとする。 
生活を共にしてきた友達や年下の幼児や身近な人々と心を通わせ、大きくなった喜
びを味わい、感謝の気持ちをもつ。 
 

〇ねらい 
・遊びや活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇環境の構成 
 

〇教師の援助 
 

◇遊びの中で、体の様々な動きが体験できる活動が生まれるような環境を構成す
る。 

◇秋の自然に十分に親しむとともに、収穫したり味わったりする機会をもつ。 
◇グループ活動を続けて行えるように、場を保障する。 
〇やってみたい、できるようになりたいという興味や意欲を大切にし、５歳児と
しての役割をやり遂げた達成感を認め自信がもてるようにする。 

〇日々の様々な出来事について一人一人の気持ちに添いながら、場面や機会を捉
えて周囲の仲間に伝えたり、クラスで考えたりする。 

〇クラスの一人一人が大切な仲間であり、かけがえのない存在であることを機会
を捉えて気付いていけるようにする。 

◇個々の活動への多様な取り組み方を受け止め、知的好奇心や探究心が満足できるよ
うに、環境の構成を工夫していく。 

◇初冬の自然にふれ、自然物を生かしていろいろな表現を楽しめる機会をつくる。 
〇クラスの中で一人一人の良さを認め合い、幼児同士のつながりがさらに深まるよう
にする。 

〇自分達で遊びに必要な場づくりをし、目的に向かって考えたり工夫したりしながら
充実感がもてるようにする。 

〇自分達で考えて進めていく活動を通して自己を発揮したり、気持ちをコントロール
したりできるように援助する。 

◇友達やクラス全体で、創作や表現を楽しめるような活動を取り上げ、協同する楽しさや充
実感を味わえるような機会を設ける。 

◇冬の自然とふれ合えることを大切にし、試したり、発見したり、考えたりできる場を整え
る。 

◇小学校生活に向けて場や時間に即した行動ができるように、一日の生活の流れを意識でき
るように配慮する。 

〇自分達が誇りにしてきた５歳児としての役割を、４歳児に分かるように伝達したり頼んだ
りして、生活の場を大切にしていく。 

〇修了までの時間を大切にし、園生活を振り返り、仲間といる楽しさや友達と過ごす心地よ
さを幼児達とともに味わう。 

 

○体を動かして遊ぶ楽しさや、皆で力を合わせる喜びを味わう。  ・雲梯・鉄棒・登り棒・運動会（フープ、平均台、リズムジャンプ、サーキット、リレー、竹馬、玉入れ、ダンス）・体力測定・鬼ごっこ（通り抜け鬼、氷鬼、かくれんぼ）・ドッチボール・縄跳び 
 

○物や数や文字を遊びや生活に取り入れ、興味や関心を深める。 ・運動会・竹馬・国旗・予定表・ＣＤデッキ・体力測定・虫、動物調べ・姫路バス旅行・ひらしばっこランド・鍵盤ハーモニカ・書き初め・かるた・トランプ・すごろく・コマ回し・修了に向けての活動 

○自然に触れ、気付いたこと感じたことなどイメージを膨らませながら遊びを楽しむ。 ・岩屋谷公園散策 ・飼育（ウサギ、虫）・種取り・姫路バス旅行・動物制作・木の実木の葉拾い・ドングリ転がし・マツボックリのれん・ミノムシ制作・サツマイモ、大根、白菜など 
収穫・一人一鉢栽培・風、霜、氷、雪・芽吹き  

○友達と互いに考えやイメージを出し合いながら、協力して遊びを進めていく充実感を味わったり、表現したりする楽しさを味わう。 ・誕生会・異年齢交流・話し合い・運動会（竹馬、リレー、役割）・ひらしばっこランド（竹馬、忍者ごっこ、魔法使い、ダンス、ペープサー

ト）・音楽会（歌、合奏）・生活発表会（身体表現、歌、小道具製作、役割）・ドッジボール・鬼ごっこ・鬼の面、ひな人形製作 

○自分なりの目当てをもって繰り返し取り組んだり、自ら関わったりしようとする。 ・鉄棒・雲梯・登り棒・フープ・竹馬・折紙・鍵盤ハーモニカ・縄跳び・こま回し 

○異年齢児との遊びや当番活動などを通して、自信をもって活動したり成長を感じたりする。  ・高年クラブとの交流・異年齢児との交流（サーキット、ひらしばっこランド）・給食当番・掃除当番・飼育活動・保幼小交流・５年生との交流・お茶会・ボランティアとの交流（サ

ツマイモ、もちつき、コマ回し）・お別れ会 
 

Ａ 健康な心と身体  Ｂ 自立心  Ｃ 協同性  Ｄ 道徳性・規範意識の芽生え  Ｅ 社会生活との関わり  Ｆ 思考力の芽生え 
Ｇ 自然との関わり・生命尊重  Ｈ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚  Ｉ 言葉による伝え合い  Ｊ 豊かな感性と表現 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 アプローチカリキュラム 相生市立平芝幼稚園 





【教科学習の基礎となる興味・関心や意欲・能力】 

【友達や先生など身近な人と関わりながら思い

を伝え合い、人間関係をつくっていく力】 

アプローチカリキュラム （１０月～３月）                                                  養父市立伊佐こども園                                                

  Ⅰ 期  ５歳児 １０月～１２月 Ⅱ 期   ５歳児 １月～３月 スタート期に育つ子どもの姿（4,5,6 月）幼小で共通理解 

ア
プ
ロ
ー
チ
期
に
身
に
付
け
た
い
資
質
・
能
力 

知
識
及
び
技
能
の
基
礎 

 
 
（Ａ）・手洗い、うがい、着替えなど健康な体のために必要なことを自分から進んで行う 

ようになる。 
（Ａ）・鬼ごっこ、縄とび、しっぽ取り、鉄棒などの遊びに応じた体を動かすコツをつか

み、意識してその部位を動かして遊ぶようになる。 
（Ａ）・収穫したサツマイモ・米・柿・栗等でクッキングやキッズキッチンを通して、食 

べ物への興味や関心をもち、友達と一緒に食べることを楽しんだり、収穫物への 
感謝の気持ちをもったりするようになる。 

（Ａ）・秋祭りに参加し、地区の人とふれ合い、自分達が住む地域の良さに気付き、親し
みをもつようになる。 

（Ｇ）・ドングリやまつぼっくり、山の木々の色の変化や落ち葉な等にふれ、自然の美し
さに気付き、また、季節の移り変わりに興味や関心をもつようになる。 

（Ｈ）・文字・数字・標識に興味を持ち、生活や遊びに取り入れて使うことを楽しんだり
時計を意識しながら行動したりしようとするようになる。 

 
（Ａ）・養父市５つの生活習慣（早寝・早起き、規則正しい食事、あいさつ、片付け、読書の 

習慣）」を守って規則正しい生活習慣を身につけようとするようになる。 
（Ｂ）・春を呼ぶ集いの内容や進行等、仲間と話し合う中で役割を分担することや自分の役割

を自覚し責任を果たそうと努力するようになる。 
（Ｄ）・友達や異年齢児との関わりを深め、思いやりの気持ちをもって行動するようになる。 
（Ｅ）・就学への期待を膨らませる中で、成長することの大変さを知り、周りの人への感謝の

気持ちを持つ感謝の気持ちを表す方法を考えるようになる。 
（Ｇ）・雪や氷、霜柱等で遊び、自然事象の不思議さを感じながら興味や関心をもって関わる

ようになる。 
（Ｇ）・気温によって、雪の質感、量感が変わること雪や氷が溶けることによって変化してい

くことなどに気付くようになる。 
（Ｈ）・かるたやトランプの枚数を数えたり、コマ回しの技を友達と競ったりすることで、数

字や表の便利さを知るようになる。 

 

・自分の食べる量が分かり、時間内に残さず、マナー
を守って楽しく食べようとする。 

・活動が始まるまで（休み時間）にトイレに行こうとする。 
・素早く衣服の着脱、始末をしようとする。 
・手洗いやうがいの効果を知り、進んで実践しようと

する。 
・集団生活をする上で注意しなければならない危険な

ことや交通ルールを理解し守って生活しようとす
る。 

・持ち物の整理整頓を習慣付け、見通しをもって行動
しようとする。 

・掃除の進め方を理解し、一生懸命掃除をしようとす
る。 

思
考
力
・
判
断
力
・ 

表
現
力
等
の
基
礎 

 
 
（Ｆ）・友達と一緒に遊ぶ中で、共通の目的をもって遊びのルールを決めようとするよう

になる。 
（Ｇ）・秋の自然物を使い、友達と工夫したりしながら遊びに取り入れるようになる。 
（Ｈ）・木の実や落ち葉を拾い、数や大きさ、形などの違いに気付き、比べるようになる。 
（Ｉ）・絵本や文学遊びをする中で言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉が豊かになる。 
（Ｊ）・ごっこ遊びや共同製作等、友達とイメージを共有する中で、表現する喜びを味わ 
       うようになる。 
（Ｉ）・友達と言葉のやり取りを十分に行い、互いの思いを伝え合うようになる。         
（Ｈ）・もちつきの中で、丸めた数を確かめたり、丸める大きさを工夫したりしながら、

多い・少ない・大きい・小さい等の意味を実感するようになる。 

 
 
（Ｆ）・自分の作りたい雪だるまやかまくらなどをイメージしながら雪の固さや量などを予測 

したり、方法を考えたりして取り組むようになる。 
（Ｆ／Ｇ）・氷、霜柱等の発見や経験を通して、氷作りの条件を考えたり形を考えたりして試

して遊ぶ楽しさを知るようになる。 
（Ｈ）・ごっこ遊びに必要なものを準備する中で数える、比べる、形を工夫する等の遊びを楽し

むようになる。 
（Ｉ）・朝の会や終わりの会で、自分で考えたことや、頑張ったこと等をみんなの前で伝えら

れるようなる。 
（Ｊ）・表現遊びでは、友達とイメージを共有しながら感じたり考えたりしたことを体で表現す

るようになる。 

 
   
・自分の名前が読めて書け、１０までの数の意味や順

番が分かるようになる。 
・自然にふれて遊び、興味・関心を抱くようになる。 
・歌ったり踊ったり、自分の感じたことを伸び伸びと表現し

ようとする。 
・自分がクラスの一員であることを感じ、集団行動の

基本的な動きを知り、安全面にも気を配り、楽しく
活動しようとする。 

・友達の話を聞いたり自分の思いを伝えたりして、楽
しく協同的に活動しようとする。 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等 

 
 
（Ｂ）・製作や運動遊び等、できなくても根気よくやり、できたときの達成感を味わうよ

うになる。 
（Ｂ）・おまつりごっこやお店やさんごっこ等の再現遊びを通して、先生や友達に認めら

れたり、友達と支え合ったりする経験をし、自分の良さに気付き、自信をもって
行動するようになる。 

（Ｃ）・ごっこ遊びなどの再現遊びの中で、想像したり役割分担したりしながら、友達と
一緒に遊びをつくり上げる楽しさを味わうようになる。 

（Ｃ）・文化祭に向けて、友達と協力して作品を作り上げるようになる。 
（Ｅ）・祖父母・異年齢児・小学生との関わりの中で、相手のことを思いやって接したり、

手助けをする姿を感謝されたりして、人の役に立つ喜びを感じるようになる。 
（D）・自分の気持ちを相手に分かるように話したり、相手の考えを受け入れたりし、折

り合いをつけて遊ぶようになる。 
（Ｇ）・コウノトリの郷公園へ遠足に行ったり、６年生の生き物調べを見たり聞いたりする中

で、生命の尊さに気付き伊佐の自然を愛し大切に思う気持ちをもつようになる。 

 
 
（Ｃ）・春を呼ぶ集いに向けて、進め方について友達と相談したり役割を分担したり、必要な

ものを一緒に作ったりしながら、友達と一緒に活動を進める楽しさを味わう。 
（Ｉ）・表現遊びを通して登場人物の心情を考えたり、友達と考えながら深めたりするように

なる。 
（Ｊ）・友達と絵本のイメージを共有しながら伝えたいことを表現する方法を考え、達成感や 

充実感を味わうようになる。 
（Ｉ）・卒園式の呼びかけや歌を通して、感謝の気持ちを表現したり、心を通わせたりするよ

うになる。 
（Ｅ）・お別れ会や卒園式を行う中で、自分が大切にされていたことに気付いたり、就学への

期待感をもったりするようになる。 
（Ｉ）・困ったときには、自分から先生や友達に話したり、お願いしたいことを依頼したりし

て、解決するようになる。 

  
 
 
 
・自分から挨拶や言葉を掛け、人と関わろうとするよ

うになる。 
・自分の伝えたいことを相手に分かるように話そうと

する。 
・先生の話や全体の指示を自分のこととして聞き、理

解して行動に移そうとする。 
・友達の名前をしっかり憶え、名前で呼ぶようになる。 
・トラブルの対処方法が分かり、自分達で解決しよう

とする。 
・地域の人、先生、上級生とふれ合おうとする。 

幼
児
の
活
動 

・野菜の収穫・種まき 等       ・遠足（コウノトリの郷公園） ・クッキング・キッズキッチン（収穫したものを使って）                 
・八鹿文化祭（共同製作） ・学習発表会（伊佐小学校）           ・春を呼ぶ集い（表現・歌・楽器遊び・鍵盤ハーモニカ・文学遊び） 
・秋の自然にふれる（木の実・落ち葉 等）           ・冬の自然にふれる（雪・氷・霜柱・つらら 等）             ・早春の自然にふれる（ふきのとう・つくし 等） 
・ごっこ遊び（おまつり・ハロウィン・クリスマス・もちつき・お店屋さん・郵便屋さん・学校ごっこ 等） 
・運動遊び・チャレンジタイム（縄跳び、竹馬、フラフープ、鉄棒、ドッチボール、鬼ごっこ、跳び箱、雲梯 等） 
                            ・お正月遊び（たこ・かるた・コマ・すごろく・トランプ・ふくわらい等）  ・卒園に向かって（製作・卒園式練習 等） 
・生活習慣（手洗い・うがい・衣替え・感染症の予防 等） 

＊参照 
（Ａ）健康な心と体  
（Ｂ）自立心  （Ｃ）協同性   
（Ｄ）道徳性・規範意識の芽生え  
（Ｅ）社会生活との関わり  
（Ｆ）思考力の芽生え  
（Ｇ）自然との関わり・生命尊重  
（Ｈ）数量や図形,標識や文字などへの関心・感覚 
（Ｉ）言葉による伝え合い  
（Ｊ）豊かな感性と表現 

幼小連携の
具体的な  

活動 

・秋の収穫祭（１年生） ・１対１の読み聞かせ（４年生）   ・学習発表会参加       ・合同避難訓練    ・全校集会参加    ・体験入学 
・生き物調べ（６年生） ・手作りおもちゃ交流（２年生）   ・体育交流（３年生） 
（通年） ・養護の先生の話を聞く・・・保健衛生について  ・５・５交流（５年生）・・・給食・遊び・そうじ 等 

 

☆
教
師
の
援
助 

 

○
環
境
の
構
成 

 
 

 
 

の
ポ
イ
ン
ト 

○園外に散歩に行く機会を設け、秋の自然に十分にふれたり、季節の変化が感じたりできるような直接体験の
場を持ち、自然物への関心が高まるようにする。又、気付いたことを調べられる図鑑や絵本を用意しておく。 

○十分に遊べるように時間を確保したりルールを確認する場を設けたりする。又、必要に応じて仲立ちをし、
楽しく遊べるようにする。 

○生活や遊びの中で数、文字、数量、時計に関わって遊べるような場を工夫する。 
☆友達の考えや自分の思いを互いに認め合えるような好ましい関係が築けるように援助し、試行錯誤したり葛

藤したりする姿を温かく受け止め支えていく。 
☆相手の思いに気付けるように、幼児同士が話し合う場を大切にする。又、幼児なりの言葉で表現する姿を見

守り、人の話を聞くことの大切さを伝える。 
☆地域の行事に参加したり、様々な人々との交流を通して、感じたり発見したりしたことを遊びに生かせるよ

うにする。 
☆遊びのアイデアやイメージを出し合いながら工夫し、互いに励まし合ったり認め合ったりする姿を受け止め、

一緒に協力して活動する楽しさや満足感につながるようにしていく。 
☆一人一人に目標をもたせ、最後までやり通すように気持ちを高めていく。 
☆小学校行事や交流会・就学前健康診断を通して、就学に向けて関心がもてるようにする。 

○共通のイメージで遊べるように絵本や掲示物を用意したり、話し合いの機会をもったりする。 

○お正月遊びや伝承遊びが十分できる場所を確保し、文字や数量に興味や関心がもてるような絵本等、必要な物を幼
児達のとりやすいところに準備しておく。 

○卒園までの予定などが分かるようなカレンダーを作り、スケジュールを確認したりしながら見通しをもって活動で

きるようにする。 
○就学への期待がもてるよう、小学校の生活を見学したり、体験したりする機会をもつ。 
☆春を呼ぶ集いでは、様々な表現を一緒に考えていきイメージを膨らませながら楽しんで主体的に取り組めるように

し、自信をもって表現している姿を認め、達成感が味わえるようにする。 
☆さまざまな楽器の音色を楽しんだり、友達と音やリズムを合わせる楽しさを味わったり、音階に興味や関心をもて

るようにする。 

☆自分の力を十分に発揮し、互いの良さに気付き協力し合いながら遊びを進め、充実感を味わえるようにする。 
☆これまでに経験してきたことを振り返り、関わってきた人への感謝の気持ちをもったり、成長した姿を認め自己肯

定感を育んだりするなど、就学に向けて自信がもてるように支えていく。 

 

幼小連携の主な内容 

・互いの行事に参加し合う。 
・小学生の姿を見る機会をもち、小学校入学への憧

れを感じるようにする。 
・園の生活や遊びの取り組みへの理解を得、学びを

つなげられるようにする。 
・幼児や保護者が感じる、就学に向けての不安を保

護者と教師が教諭する。 
・小学校の教師と小学校の生活の流れについて情報

共有を行い、幼児が学校生活のイメージがもてる
ようにする。 

・就学する小学校へ引き継ぎを行う。 

【園生活の中で自分の役割を感じて、自分たちで生活を進めていこうとする力】 

【身近な環境に好奇心や探究心をもって関わり、自ら考え、決定し、伝え合って遊ぼうとする力】 

【友達や保育者との人間関係が深まり、人と関わる心地よさを感じながら、よりよく遊んだり生活したりしようとする力】 

【新しい環境に適応して生活する力】 





アプローチカリキュラム（１０月～３月）                                                   養父市立伊佐こども園 

  

資質・能力 

・知識及び技能の基礎（豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、わかったり、できるようになったりする）  

・思考力・判断力・表現力等の基礎（気付いたことや、できるようになったことなども使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したりする。）                                           

・ 学びに向かう力・人間性等（心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする。）  

  Ⅰ 期   １０月～１２月 Ⅱ 期    １月～３月 

 

 

 

 

 

 
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
身
に
付
け
た
い
10
項
目 

健康な心と体 

・手洗い、うがい、着替えなど健康な体のために必要なことを自分から進んで行うようになる。 
・鬼ごっこ、縄とび、しっぽ取り、鉄棒などの遊びに応じた体を動かすコツをつかみ、意識して

その部位を動かして遊ぶようになる。 
・収穫したサツマイモ・米・柿・栗等でクッキングやキッズキッチンを通して、食べ物への興味や関心をも 

ち、友達と一緒に食べることを楽しんだり、収穫物への感謝の気持ちをもったりするようになる。 

・「養父市５つの生活習慣（早寝・早起き、規則正しい食事、あいさつ、片付け、読書、の習慣）」
を守って規則正しい生活習慣を身に付けようとするようになる。 

自立心 
・製作や運動遊び等、できなくても根気よくやり、できたときの達成感を味わうようになる。 
・おまつりごっこやお店やさんごっこ等の再現遊びを通して、先生や友達に認められたり、友達 
と支え合ったりする経験をし、自分の良さに気付き、自信をもって行動するようになる。 

・春を呼ぶ集いの内容や進行等、仲間と話し合う中で役割を分担することや自分の役割を自覚し責
任を果たそうと努力するようになる。 

協同性 
・ごっこ遊びなどの再現遊びの中で、想像したり役割分担したりしながら、友達と一緒に遊びを 

つくり上げる楽しさを味わうようになる。 
・文化祭に向けて、友達と協力して作品を作り上げるようになる。 

・発表会に向けて、進め方について友達と相談したり役割を分担したり、必要なものを一緒に作っ
たりしながら、友達と一緒に活動を進める楽しさを味わう。 

道徳性・規範意識
の芽生え 

・自分の気持ちを相手に分かるように話したり、相手の考えを受け入れたりし、折り合いをつけ 
 て遊ぶようになる。 

・友達や異年齢児との関わりを深め、思いやりの気持ちをもって行動するようになる。 

 
社会生活との 
関わり 

・秋祭りに参加し、地区の人とふれ合い、自分達が住む地域の良さに気付き、親しみをもつよ 
うになる。 

・祖父母・異年齢児・小学生との関わりの中で、相手のことを思いやって接したり、手助けを 
する姿を感謝されたりして、人の役に立つ喜びを感じるようになる。 

・就学への期待を膨らませる中で、成長することの大変さを知り、周りの人への感謝の気持ちをも
つ感謝の気持ちを表す方法を考えるようになる。 

・お別れ会や卒園式を行う中で、自分が大切にされていたことに気付いたり、就学への期待感をも
ったりするようになる。 

思考力の芽生え 

・友達と一緒に遊ぶ中で、共通の目的をもって遊びのルールを決めようとするようになる。 ・自分の作りたい雪だるまやかまくらなどをイメージしながら、雪の固さや量などを予測したり方
法を考えたりして取り組むようになる。 

・氷、霜柱等の発見や経験を通して、氷作りの条件を考えたり形を考えたりして試して遊ぶ楽しさ
を知るようになる。 

自然との関わり 
生命尊重 

・ドングリやまつぼっくり、山の木々の色の変化や落ち葉な等にふれ、自然の美しさに気付き、 
 また、季節の移り変わりに興味や関心をもつようになる。 
・秋の自然物を使い、友達と工夫したりしながら遊びに取り入れるようになる。 
・コウノトリの郷公園へ遠足に行ったり、６年生の生き物調べを見たり聞いたりする中で、生命 

の尊さに気付き、伊佐の自然を愛し大切に思う気持ちをもつようになる。 

・雪や氷、霜柱等で遊び、自然事象の不思議さを感じながら興味や関心をもって関わる。 
・気温によって、雪の質感、量感が変わること雪や氷が溶けることによって変化していくことなど

に気づくようになる。 

数量や図形,標識
や文字などへの関
心・感覚 

・文字・数字・標識に興味を持ち、生活や遊びに取り入れて使うことを楽しんだり、時計を意識
しながら行動したりしようとするようになる。 

・木の実や落ち葉を拾い、数や大きさ、形などの違いに気付き、比べるようになる。 
・もちつきの中で丸めた数を確かめたり、丸める大きさを工夫したりしながら、多い・少ない・ 

大きい・小さい等の意味を実感するようになる。 

・かるたやトランプの枚数を数えたり、コマ回しの技を友達と競ったりすることで、数字や表の便
利さを知るようになる。 

・ごっこ遊びに必要なものを準備する中で数える、比べる、形を工夫する等の遊びを楽しむようにな
る。 

言葉による 
伝え合い 

・絵本や文学遊びをする中で言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉が豊かになる。 
・友達と言葉のやり取りを十分に行い、互いの思いを伝え合うようになる。 
 

・朝の会や終わりの会で、自分で考えたことや、頑張ったこと等をみんなの前で伝えられるようなる。 
・表現遊びを通して登場人物の心情を考えたり、友達と考えながら深めたりする。 
・卒園式の呼びかけや歌を通して、感謝の気持ちを表現したり先生や友達と心を通わせたりするようになる。 

・困ったときには自分から先生や友達に話したり、お願いしたいことを依頼したりして、解決するようになる。 

豊かな感性と表現 

・ごっこ遊びや共同制作等、友達とイメージを共有する中で、表現する喜びを味わうようになる。 ・表現遊びでは、友達とイメージを共有しながら感じたり考えたりしたことを体で表現するようになる．  

・友達と絵本のイメージを共有しながら伝えたいことを表現する方法を考え、達成感や充実感を味
わうようになる。 

幼児の活動 

・野菜の収穫・種まき 等  ・遠足（コウノトリの郷公園） ・クッキング・キッズキッチン（収穫したものを使って）                 
・八鹿文化祭（共同製作）        ・学習発表会（伊佐小学校）            ・春を呼ぶ集い（表現・歌・楽器遊び・鍵盤ハーモニカ・文学遊び） 
・秋の自然にふれる（木の実・落ち葉  等）                  ・冬の自然にふれる（雪・氷・霜柱・つらら 等）     ・早春の自然にふれる（ふきのとう・つくし 等） 
・ごっこ遊び（おまつり・ハロウィン・クリスマス・もちつき・お店屋さん・郵便屋さん・学校ごっこ 等） 
・運動遊び・チャレンジタイム（縄跳び、竹馬、フラフープ、鉄棒、ドッチボール、鬼ごっこ、跳び箱、雲梯 等） 
                                  ・お正月遊び（たこ・かるた・コマ・すごろく・トランプ・ふくわらい等）・卒園に向かって（製作・卒園式練習 等） 
・生活習慣（手洗い・うがい・衣替え・感染症の予防 等） 

 
幼小連携の具体的な活動 

・秋の収穫祭（１年生） ・１対１の読み聞かせ（４年生）   ・学習発表会参加         ・合同避難訓練           ・全校集会参加    ・体験入学 
・生き物調べ（６年生） ・手作りおもちゃ交流（２年生）   ・体育交流（３年生） 
（通年） ・養護の先生の話を聞く・・・保健衛生について  ・５・５交流（５年生）・・・給食・遊び・掃除 等 

  

☆
教
師
の
援
助 

 

○
環
境
の
構
成 

 
 

 
 

の
ポ
イ
ン
ト 

○園外に散歩に行く機会を設け、秋の自然に十分にふれたり、季節の変化が感じたりできるような直接体験
の場を持ち、自然物への関心が高まるようにする。又、気付いたことを調べられる図鑑や絵本を用意しておく。 

○十分に遊べるように時間を確保したりルールを確認する場を設けたりする。又、必要に応じて仲立ちをし、
楽しく遊べるようにする。 

○生活や遊びの中で数、文字、数量、時計に関わって遊べるような場を工夫する。 
☆友達の考えや自分の思いを互いに認め合えるような好ましい関係が築けるように援助し、試行錯誤したり

葛藤したりする姿を温かく受け止め支えていく。 
☆相手の思いに気付けるように、幼児同士が話し合う場を大切にする。又、幼児なりの言葉で表現する姿を

見守り、人の話を聞くことの大切さを伝える。 
☆地域の行事に参加したり、様々な人々との交流を通して、感じたり発見したりしたことを遊びに生かせる
ようにする。 

☆遊びのアイデアやイメージを出し合いながら工夫し、互いに励まし合ったり認め合ったりする姿を受け止
め、一緒に協力して活動する楽しさや満足感につながるようにしていく。 

☆一人一人に目標をもたせ、最後までやり通すように気持ちを高めていく。 
☆小学校行事や交流会・就学前健康診断を通して、就学に向けて関心がもてるようにする。 

○共通のイメージで遊べるように絵本や掲示物を用意したり、話し合いの機会をもったりする。 
○お正月遊びや伝承遊びが十分できる場所を確保し、文字や数量に興味や関心がもてるような絵本等、必要な

物を幼児達のとりやすいところに準備しておく。 

○卒園までの予定などが分かるようなカレンダーを作り、スケジュールを確認したりしながら見通しをもって
活動できるようにする。 

○就学への期待がもてるよう、小学校の生活を見学したり、体験したりする機会をもつ。 

☆さまざまな楽器の音色を楽しんだり、友達と音やリズムを合わせる楽しさを味わったり、音階に興味や関心
をもてるようにする。 

☆発表会では、様々な表現を一緒に考えていきイメージを膨らませながら楽しんで主体的に取り組めるように

し、自信をもって表現している姿を認め、達成感が味わえるようにする。 
☆自分の力を十分に発揮し、互いの良さに気付き協力し合いながら遊びを進め、充実感を味わえるようにする。 
☆これまでに経験してきたことを振り返り、関わってきた人への感謝の気持ちをもったり、成長した姿を認め

自己肯定感を育んだりするなど、就学に向けて自信がもてるように支えていく。 

スタート期に育つ子どもの姿（4.5.６月）幼小で共通理解 

 
【新しい環境に適応して生活する力】 
 
・自分の食べる量が分かり、時間内に残さず、

マナーを守って楽しく食べようとする。 
・活動が始まるまで（休み時間）にトイレに行こ

うとする。 
・素早く衣服の着脱、始末をしようとする。 
・手洗いやうがいの効果を知り、進んで実践

しようとする。 
・集団生活をする上で注意しなければならな

い危険なことや交通ルールを理解し守って
生活しようとする。 

・持ち物の整理整頓を習慣付け、見通しをも
って行動しようとする。 

・掃除の進め方を理解し、一生懸命掃除をし
ようとする。 

 
【教科学習の基礎となる興味・関心や意

欲・能力】 
 
・自分の名前が読めて書け、１０までの数の

意味や順番が分かるようになる。 
・自然にふれて遊び、興味・関心を抱くよう

になる。 
・歌ったり踊ったり、自分の感じたことを伸び伸

びと表現しようとする。 
・自分がクラスの一員であることを感じ、集

団行動の基本的な動きを知り、安全面にも
気を配り、楽しく活動しようとする。 

・友達の話を聞いたり自分の思いを伝えたり
して、楽しく協同的に活動しようとする。 

 
【友達や先生など身近な人と関わりながら 

思いを伝えあい、人間関係をつくってい
く力】 

 
・自分から挨拶や言葉を掛け、人と関わろう

とするようになる。 
・自分の伝えたいことを相手に分かるように

話そうとする。 
・先生の話や全体の指示を自分のこととして

聞き、理解して行動に移そうとする。 
・友達の名前をしっかり憶え、名前で呼ぶよ

うになる。 
・トラブルの対処方法が分かり、自分達で解

決しようとする。 
・地域の人、先生、上級生とふれ合おうとす

る。 

幼小連携の主な内容 

・互いの行事に参加し合う。 
・小学生の姿を見る機会をもち、小学校入

学への憧れを感じるようにする。 
・園の生活や遊びの取り組みへの理解を得、

学びをつなげられるようにする。 
・幼児や保護者が感じる、就学に向けての

不安を保護者と教師が教諭する。 
・小学校の教師と小学校の生活の流れにつ

いて情報共有を行い、幼児が学校生活の
イメージがもてるようにする。 

・就学する小学校へ引き継ぎを行う。 





アプローチカリキュラム                                                                                                                      洲本市立洲本幼稚園 

                                             

 アプローチ期 
５歳児 ９月 ５歳児 １０～１２月 ５歳児 １月～３月 

ア
プ
ロ
ー
チ
期
に
身
に
付
け
た
い
資
質
・
能
力 

 

知
識
及
び
技
能
の
基
礎 

・米作りやサツマイモの栽培を通して、収穫、調理、試食

をすることにより食べ物に興味や関心を深め、進んで食

べるようになる。（A） 
・竹馬に何度も挑戦することで、力の入れ方やコツがわか

り自分の体を自在に動かそうとする。（A）(F) 
 

・洲本城探検では、友達と遊びの目的を共有し様々な気付きや発見を共に喜び合い、役

割を分担したり協力したりしながら遊びをつくり上げる楽しさや達成感を味わう。（C） 
・地域の祭りに参加し、人との触れ合いを楽しみ、郷土愛を深める。（E） 
・三熊山の自然に触れ山登りでの遊びを楽しむと共に、災害時の避難場であることを認

識する。（A） 
・地域に出掛け洲本の八狸に興味をもち、調べたり発見したりすることを楽しむ。（E） 

・お話や物語を通して自然の厳しさや親子の絆、生命の尊さに気付き、

大切にする気持ちをもつ。（G） 
・友達と一緒に劇ごっこを楽しみ、遊びに必要な物を作る中で、数字や

文字の役割に気付き、それらを使おうとする。（H） 
 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
基
礎 

・竹馬や組体操などの運動遊びへの興味、関心を高め新た

な自分や友達の力に気付き、やればできるという喜びを

味わう。（B） 
・ルールのある遊びの中で友達と競い合うことを楽しむ。（C） 
・リレーなどの遊びを通して、自分の思いを伝えたり、友

達の意見を受け入れたり同じ目的に向かって協力しな

がら、遊びを進めることを楽しむ。（C）（I） 
 

・共通の目的に向かって、友達と試行錯誤しながらアイデアを出し合い、達成するため
の方法を考えるようになる。（F） 

・洲本八狸探検を楽しむ中でそれぞれの狸の特徴や違いに気付きその成り立ちに興味を
もち調べようとする。（F） 
・季節によって変化していく山の姿に気付き、友達と一緒にその変化を言葉で伝え合
うことを楽しむ。（I） 

・遊びの中で教師や友達の言葉に興味や関心をもち、聞いたり話したりすることを楽し
む。（I） 

・探検ごっこでは、友達と一緒に遊びに必要な物を考え、イメージを共有しながら素材
や用具の特徴を活かして製作し、それらを使って遊ぶ。（F） 

・収穫した量を数えたり、大きさや重さを比べたりしながら、多い、少ない、大きい、
小さい、重い、軽い等の言葉の意味を実感する。（H） 

・友達と遊びを進める中で、自分の役割を自覚し責任をもって果たそう

とする。（B） 
・友達と遊びの目的を共有し、達成できるように相談したり協力したり

して一緒に遊びをつくり上げていく楽しさや充実感を味わう。（C） 
・友達と楽しく生活する中できまりを守ったり新たにつくったり必要に

応じてつくり替えたりする。（D） 
・幼稚園生活を振り返り、教師や友達と今まで経験したことや一緒に考

えて遊びを進めてきたことを言葉で伝え合い、大きくなった喜びを味

わう。（I） 
・様々な経験の中で感じたり考えたりしたことを体や言葉で表現して楽

しむ。（J） 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等 

 

・根気よく取り組むことで目標が達成できた喜びを味わう。（A） 
・教師や友達に認められたり友達と支え合ったりする経験 

を通して、自分の良さに気付き自信をもって行動するよ 
うになる。（B） 

・友達の励ましを受けて意欲を高める。（C） 
・友達の気持ちを考えて提案したり言葉を掛けたりする。（C） 
・身近な生き物に親しみ、生命の大切さに気付く。（G） 
・パレードや応援合戦では、チームのリーダーとして、一 
緒に遊びをつくり上げる充実感や達成感を味わう。（C）(J) 

・八狸探検に行く前にその日の目標を立てたり、道順を相談したりしながら、友達と一緒に 
狸を探し、見つけることで達成感を味わう。（C）（I） 

・楽器の正しい使い方が分かりみんなで大切に扱うようになる。（D） 
・自然と関わりながら、心や体で感じる体験を重ねて遊びに活かしていく。（G） 
・三熊山の自然の中で遊びながら、木の葉の色付きの違いや美しさに気付いたり、集めて並
べたり、数えたりすることを楽しむ。（H） 

・お店屋さんごっこでは共通のイメージをもち、遊びに必要な物（お金や看板）を考え、意
見を出し合い工夫していく。（H）（J） 

・友達と経験したことや考えたことを伝え合う中で相手の考えを知ったり受け入れたりする。（I） 
・身近な植物の世話をする中で生長を喜び収穫を楽しみにする。（G） 

・友達と一緒に目的が達成できるよう話し合ったり協力したりする。（C） 
・自分の思いを伝えたり相手の気持ちを考えたりしながら行動するよう
になる。（D） 

・幼稚園生活を振り返り、自分が大切にされていることに気付き喜びを
感じ、身近な人に感謝の気持ちをもつようになる。（E） 

・自分たちのイメージしたことを形にするために身近な物や用具の特性
を活かしたり、使い方を工夫したりする。（F） 

・絵本や物語に親しみ、想像したことを友達と一緒に言葉で伝え合うよ
うになる。（I） 

  

 

☆
教
師
の
援
助 

○
環
境
の
構
成
の
ポ
イ
ン
ト 

☆幼児が挑戦したり試したりしようとしていることを丁寧に

読み取り、意欲的に取り組む姿を認め、励ましていく。 

○幼児が興味をもって取り組めるように、竹馬やフープなど

の道具を出し入れしやすい場所に準備しておく。 

☆米作りやサツマイモの栽培を通して、生長に気付き、収穫

を楽しみ、食べ物を大切にする気持ちを育む。 

☆狸探しを楽しんだり、地域の行事に参加したりして、体験したことを活かしていけるよう
に遊びの写真を掲示したり話しあったりする。 

○共通のイメージを実現していくために、遊具や用具、素材を幼児と共に整え、継続して遊
べるように場の使い方を工夫する。 

☆自然物を集めたり、地図作りを楽しんだりしながら、文字や数、図形に触れ、それらを
使って遊ぶ楽しさを味わえるようにする。 

☆街作りでは、自分たちがつくった遊びの場に年下のクラスや、保護者を招待し、案内や遊
び方を教えて、喜んでもらう充実感を味わう。 

☆地域に出掛け、自然の中で過ごす機会をもち、地域のことに興味や関心がもてるようにす
る。 

○やりたい遊びや挑戦したいことに満足するまで取り組めるよう、時間の進

め方や保育室の使い方などを幼児と一緒に考える。 

☆劇遊びでは、自分なりに表現している姿を認めると共に、みんなで１つの

劇をつくりあげる喜びを味わえるようにする。 

☆幼児と共に園生活を振り返り、一人一人の成長を喜び合いながら、修了や

就学への期待がもてるようにする。 

☆春の訪れを感じられるように、花の開花や木々の芽吹き、虫の様子などに

ついての発見を友達同士で伝え合う姿を捉え認めていく。 

三熊山登り 
洲本城探検 
どんぐり拾い 

秋見付け 買い物体験 

米作り・おにぎりパーティー 

行事を通した 
遊び 

体験を通した 
遊び 

自然と関わる 
遊び 

劇ごっこ 

一年の 
振り返り 

幼

児

の

活

動 





アプローチカリキュラム       小学校との連携用（小学校の先生方が幼稚園の遊びから学ぶ内容をイメージしやすいように教科表示しています）                 洲本市立洲本幼稚園 

 アプローチ期 
５歳児 ９月 ５歳児 １０～１２月 ５歳児 １月～３月 

ア
プ
ロ
ー
チ
期
に
身
に
付
け
た
い
資
質
・
能
力 

 

知
識
及
び
技
能
の
基
礎 

・米作りやサツマイモの栽培を通して、収穫、調理、試食をす

ることにより食べ物に興味や関心を深め、進んで食べるよう

になる。（A） 
・竹馬に何度も挑戦することで、力の入れ方やコツがわかり自

分の体を自在に動かそうとする。（A）（F） 
 

生活 
 
 
体育 

・洲本城探検では、友達と遊びの目的を共有し様々な気付きや

発見を共に喜び合い、役割を分担したり協力したりしながら

遊びをつくり上げる楽しさや達成感を味わう。（C） 
・地域の祭りに参加し、人との触れ合いを楽しみ、郷土愛を深

める。（E） 
・三熊山の自然に触れ山登りでの遊びを楽しむと共に、災害時

の避難場であることを認識する。（A） 
・地域に出掛け洲本の八狸に興味をもち、調べたり発見したり

することを楽しむ。（E） 

生活・体育 
 
 
生活・道徳 
 
生活・道徳 
 
生活 

・お話や物語を通して自然の厳しさや親子の絆、生命の尊さに

気付き、大切にする気持ちをもつ。（G） 
・友達と一緒に劇ごっこを楽しみ、遊びに必要な物を作る中で、

数字や文字の役割に気付き、それらを使おうとする。（H） 
 

国語・道徳 
 
国語・算数 
音楽・体育 
図画工作 
道徳 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
基
礎 

・竹馬や組体操などの運動遊びへの興味、関心を高め新たな自

分や友達の力に気付き、やればできるという喜びを味わう。

（B） 
・ルールのある遊びの中で友達と競い合うことを楽しむ。（C） 
・リレーなどの遊びを通して、自分の思いを伝えたり、友達の

意見を受け入れたり同じ目的に向かって協力しながら、遊び

を進めることを楽しむ。（C）（I） 
 

体育・道徳 
 
 
体育・道徳 
国語・体育 
道徳 
 
 

・共通の目的に向かって、友達と試行錯誤しながらアイデアを
出し合い、達成するための方法を考えるようになる。（F） 

・洲本八狸探検を楽しむ中でそれぞれの狸の特徴や違いに気付
きその成り立ちに興味をもち調べようとする。（F） 

・季節によって変化していく山の姿に気付き、友達と一緒にそ 
の変化を言葉で伝え合うことを楽しむ。（I） 

・遊びの中で教師や友達の言葉に興味や関心をもち、聞いたり
話したりすることを楽しむ。（I） 

・探検ごっこでは、友達と一緒に遊びに必要な物を考え、イメ
ージを共有しながら素材や用具の特徴を活かして製作し、そ
れらを使って遊ぶ。（F） 

・収穫した量を数えたり、大きさや重さを比べたりしながら、
多い、少ない、大きい、小さい、重い、軽い等の言葉の意味
を実感する。（H） 

国語・生活 
 
生活 
 
国語・生活 
 
国語・道徳 
 
生活・ 
図画工作 
 
国語・算数 
 

・友達と遊びを進める中で、自分の役割を自覚し責任をもって

果たそうとする。（B） 
・友達と遊びの目的を共有し、達成できるように相談したり協

力したりして一緒に遊びをつくり上げていく楽しさや充実感

を味わう。（C） 
・友達と楽しく生活する中できまりを守ったり新たにつくった

り必要に応じてつくり替えたりする。（D） 
・幼稚園生活を振り返り、教師や友達と今まで経験したことや

一緒に考えて遊びを進めてきたことを言葉で伝え合い、大き

くなった喜びを味わう。（I） 
・様々な経験の中で感じたり考えたりしたことを体や言葉で表

現して楽しむ。（J） 

道徳 
 
国語・生活 
道徳 
 
生活・道徳 
 
国語・生活 
道徳 
 
国語・生活 
体育 

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等 

 

・根気よく取り組むことで目標が達成できた喜びを味わう。（A） 
・教師や友達に認められたり友達と支え合ったりする経験を通して、自分 

の良さに気付き自信をもって行動するようになる。（B） 
・友達の励ましを受けて意欲を高める。（C） 
・友達の気持ちを考えて提案したり言葉を掛けたりする。（C） 
・身近な生き物に親しみ、生命の大切さに気付く。（G） 
・パレードや応援合戦では、チームのリーダーとして、一緒に 
遊びをつくり上げる充実感や達成感を味わう。（C）(J) 

・身近な植物の世話をする中で生長を喜び収穫を楽しみにする。（G） 

道徳 
道徳 
 
道徳 
国語・道徳 
生活・道徳 
体育 
生活・道徳 
生活 

・八狸探検に行く前にその日の目標を立てたり、道順を相談した 
りしながら、友達と一緒に狸を探し、見つけることで達成感を 
味わう。（C）（I） 

・楽器の正しい使い方が分かりみんなで大切に扱うようになる。（D） 
・自然と関わりながら、心や体で感じる体験を重ねて遊びに活か 

していく。（G） 
・三熊山の自然の中で遊びながら、木の葉の色付きの違いや美しさに気付

いたり、集めて並べたり、数えたりすることを楽しむ。（H） 
・お店屋さんごっこでは共通のイメージをもち、遊びに必要な物
（お金や看板）を考え、意見を出し合い工夫していく。（H）（J） 

・友達と経験したことや考えたことを伝え合う中で相手の考えを 
知ったり受け入れたりする。（I） 

 

国語 
生活・道徳 
 
音楽 
体育・生活 
 
算数・生活
体育 
 
国語・算数 
生活 
国語・道徳 
 
生活 

・友達と一緒に目的が達成できるよう話し合ったり協力したり
する。（C） 

・自分の思いを伝えたり相手の気持ちを考えたりしながら行動
するようになる。（D） 

・幼稚園生活を振り返り、自分が大切にされていることに気付き喜

びを感じ、身近な人に感謝の気持ちをもつようになる。（E） 
・自分たちのイメージしたことを形にするために身近な物や用
具の特性を活かしたり、使い方を工夫したりする。（F） 

・絵本や物語に親しみ、想像したことを友達と一緒に言葉で伝
え合うようになる。（I） 

国語・生活 
道徳 
国語・生活 
道徳 
生活・道徳 
 
生活・ 
図画工作 
 
国語 

  

 

☆
教
師
の
援
助 

○
環
境
の
構
成
の
ポ
イ
ン
ト 

☆幼児が挑戦したり試したりしようとしていることを丁寧に読み取り、意欲的

に取り組む姿を認め、励ましていく。 

○幼児が興味をもって取り組めるように、竹馬やフープなどの道具を出し入れ

しやすい場所に準備しておく。 

☆米作りやサツマイモの栽培を通して、生長に気付き、収穫を楽しみ、食べ物

を大切にする気持ちを育む。 

☆狸探しを楽しんだり、地域の行事に参加したりして、体験したことを活かし
ていけるように遊びの写真を掲示したり話しあったりする。 

○共通のイメージを実現していくために、遊具や用具、素材を幼児と共に整え、
継続して遊べるように場の使い方を工夫する。 

☆自然物を集めたり、地図作りを楽しんだりしながら、文字や数、図形に触
れ、それらを使って遊ぶ楽しさを味わえるようにする。 

☆街作りでは、自分たちがつくった遊びの場に年下のクラスや、保護者を招待
し、案内や遊び方を教えて、喜んでもらう充実感を味わう。 

☆地域に出掛け、自然の中で過ごす機会をもち、地域のことに興味や関心がも
てるようにする。 

○やりたい遊びや挑戦したいことに満足するまで取り組めるよう、時間の進め

方や保育室の使い方などを幼児と一緒に考える。 

☆劇遊びでは、自分なりに表現している姿を認めると共に、みんなで１つの劇

をつくりあげる喜びを味わえるようにする。 

☆幼児と共に園生活を振り返り、一人一人の成長を喜び合いながら、修了や就

学への期待がもてるようにする。 

☆春の訪れを感じられるように、花の開花や木々の芽吹き、虫の様子などにつ

いての発見を友達同士で伝え合う姿を捉え認めていく。 

幼

児

の

活

動 
行事を通した 

遊び 
体験を通した 

遊び 
自然と関わる 

遊び 

三熊山登り 
洲本城探検 
どんぐり拾い 

秋見付け 買い物体験 

米作り・おにぎりパーティー 

劇ごっこ 

一年の 
振り返り 





 

  ９月１日（金）      記録者 
５歳児  幼児名 Ｍ児、Ｋ児、Ｎ児 

学び 
・状況を判断し、自分の思いを言葉にして伝える。（Ｍ児） 
・友達に自分の気持ちに気付いてもらう嬉しさを感じ、思いを

表現する。（Ｋ児） 
・友達の思いに気付き、寄り添う。（Ｎ児） 
１ 知識及び技能の基礎 ２ 思考力・判断力・表現力等の基礎  

３ 学びに向かう力、人間性等 
Ａ 健康な心と身体  Ｂ 自立心  Ｃ 協同性 
Ｄ 道徳性・規範意識の芽生え  Ｅ 社会生活との関わり 
Ｆ 思考力の芽生え Ｇ 自然との関わり・生命尊重 
Ｈ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 
Ｉ 言葉による伝え合い Ｊ 豊かな感性と表現 
活動名：とんぼ氷鬼ごっこ 
内容：とんぼの制作をした後、廊下でとんぼを飛ばしながら遊んでいた４人の女児。

輪になりじゃんけんをしていた。「先生も入って。」と誘われ行くと、とんぼ氷鬼を

しようとのこと。周りにいた幼児もしたいと遊戯室に集まり、全員でとんぼ氷鬼を

することになった。帽子を被っている子が鬼になり遊んでいると、Ｋ児が座り込ん

で泣いていた。遊びの振り返りの中でどうしたのかを聞くが、下を向いたまま答え

ない。Ｎ児が「上靴が脱げた時にタッチされて悔しかったん？」と聞くと、頷いた。

すると、Ｍ児が「上靴が脱げたことに気付かんかってタッチしてもた。」と、話した。

その後も話し合い、次回は転んだり上靴が脱げたりした時にはタッチをしない、転

んでもすぐに立ち上がるといったルールができた。 

② エピソードから幼児の

学びを可視化する 

③ 可視化した学びを 3 つ

の資質・能力に分類する 

④ 「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」とも関

連付ける 

① エピソードを記録し、 

その中から幼児の学びを

読み取る 

観察カードによる学びの可視化（相生市立平芝幼稚園の取組） 

・上記の①から④の手順で学びの観察カードを記入する。 

・可視化した学びや３つの資質・能力の分類、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連付け

について、作成したアプローチカリキュラムと比較する。 

・観察カードから明らかになった学びと、アプローチカリキュラムにずれが生じている場合は、アプロ

ーチカリキュラムを修正していく。 



 

幼小連携事例シートによる学びの可視化（養父市立伊佐こども園の取組） 

活動の中で経験している学び（こども園） 

・用具の安全な使い方や扱い方が分かり、安

全を意識し、使う。（健康な心と体） 

・難しいことにも根気よく取り組みできない

ところは工夫したり、先生や友達の助けを

借りたりして最後までやり遂げようとし

満足感や達成感を味わう（自立心） 

・友達と目的を共有し、目的が達成できるよ

う相談したり、役割分担したり、協力した

りしながら、友達と一緒につくり上げる楽

しさや充実感を味わう。（協同性） 

こども園が記入 小学校が記入 

活動の中で経験している学び（小学校） 

・年少者に対する関わり方を学び、優し

さや思いやりの気持ちをもつ。 

・年少者と一緒に仲良く、楽しく遊ぶた

めに、言葉かけを工夫したり、考えた

りする。 

・年少者から頼られる喜びを感じ、それ

に応えようとする。 

・年少者との活動の中でリーダーシップ

をとり、自分に自信をもつ。 

・交流活動において、互いのねらいを明確にするとともに、交流活動からどのようなことを学んでいる

のかを検証していくことで、学びのつながりを見通すことができるようになる。 

・子どもの具体的な姿から学びを捉えることで、共通理解しやすくなるとともに、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」についてもイメージしやすくなる。 

それぞれの学びを明ら

かにし、伝え合うこと

で相互理解を深める 



構　成 所 　　属 職 　名 氏　　名

神 戸 大 学 大 学 院 教　　授 伊 藤 篤

神 戸 松 蔭 女 子 学 院 大 学 教　　授 寺 見 陽 子

神 戸 親 和 女 子 大 学 教　　授 澤 田 愛 子

幼稚園・こども園長会
関 係 者

兵庫県国公立幼稚園・こども園長会
神 戸 市 立 い か わ 幼 稚 園

園　　長 松 田 和 子

芦 屋 市 立 伊 勢 幼 稚 園 園　　長 瀬 山 久 美 子

相 生 市 立 平 芝 幼 稚 園 主任教諭 森 上 美 由 紀

養 父 市 立 伊 佐 こ ど も 園 園　　長 黒 田 惠 美

洲 本 市 立 洲 本 幼 稚 園 教　　諭 来 田 千 絵

平成2９年度　幼児教育支援事業

実 践 協 力 園

幼児教育支援委員会委員名簿

学 識 経 験 者
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